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3 面　第34回よろず勉強会
4面　ヒデさんに聞く
7面　適時調査の指摘事項
9面　原発・いのち・みらい
10面　在宅医訪問⑮
11面　ザ・日本国憲法⑫

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ

「
花
子
と
ア
ン
」
の

視
聴
率
が
順
調
の
よ

う
だ
。
ド
ラ
マ
の
主

題
は
そ
れ
と
し
て
、

視
聴
率
は
そ
の
時
代

の
意
識
を
計
る
一
つ
の
物
差
し

で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。
作
り

手
と
受
け
手
の
共
振
、
そ
の
源

泉
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
▼
経
済

最
優
先
で
出
発
し
た
は
ず
の
安

倍
首
相
は
、
い
つ
の
間
に
か

「
秘
密
保
護
法
」「
集
団
的
自
衛

権
」
を
自
ら
の
信
条
に
基
づ

き
、
最
大
の
政
治
課
題
と
定
め

た
よ
う
だ
。
そ
こ
に
は
民
主
党

政
権
と
の
奇
妙
な
一
致
点
が
あ

る
。「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
い
て

あ
る
こ
と
は
命
懸
け
で
や
る
。

書
い
て
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い

ん
で
す
」
ど
こ
か
で
聞
い
た
フ

レ
ー
ズ
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
顛

末
も
多
く
の
国
民
に
と
っ
て
、

記
憶
に
新
し
い
▼
「
秘
密
保
護

法
」「
集
団
的
自
衛
権
」
ど
ち
ら

も
選
挙
の
前
に
、
や
り
ま
す
と

約
束
さ
れ
た
覚
え
は
な
い
。
二

つ
の
フ
レ
ー
ズ
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、
戦
争
の
足
音
だ
。
誰

も
が
平
和
を
望
ん
で
い
る
。
そ

れ
で
も
戦
争
は
起
き
る
。
人
類

の
歴
史
と
は
戦
争
の
歴
史
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
▼
朝

ド
ラ
の
中
に
戦
争
の
影
を
見

る
。「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」「
花
子

と
ア
ン
」
そ
こ
に
描
か
れ
る
の

は
、戦
争
の
理
不
尽
で
あ
り
、国

民
の
分
断
だ
。す
べ
て
の
人
に

「
ご
き
げ
ん
よ
う
」の
心
を
伝
え

よ
う
と
す
る
主
人
公
に
向
か
っ

て「
非
国
民
」の
言
葉
と
共
に
石

が
投
げ
つ
け
ら
れ
る
。
悲
し
く

や
り
き
れ
な
い
▼
ド
ラ
マ
の
中

に
時
代
を
見
る
。
私
達
の
心
を

揺
さ
ぶ
る
先
人
の
声
を
聞
く
。

何
が
で
き
る
の
か
？　

今
考
え

な
け
れ
ば
手
遅
れ
に
な
る
。

九
月
二
十
七
日
（
土
）、「
今

さ
ら
聞
け
な
い
歯
科
臨
床
シ

リ
ー
ズ
」
の
第
五
回
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。
開
始
予
定
の
午

後
六
時
半
に
は
、
仕
事
を
終
え

た
多
く
の
歯
科
医
師
が
金
沢
勤

労
者
プ
ラ
ザ
に
駆
け
つ
け
、
盛

況
と
な
っ
た
。

今
回
の
講
師
は
、
新
潟
大
学

医
歯
学
総
合
病
院
顎
関
節
治
療

部
准
教
授
の
荒
井
良
明
先
生
。

タ
イ
ト
ル
は
「
破
折
し
に
く
い

支
台
築
造
の
考
え
方 

─ 

フ
ァ
イ

バ
ー
ポ
ス
ト
と
レ
ジ
ン
セ
メ
ン

ト
の
勘
ど
こ
ろ
」。
エ
ビ
デ
ン

ス
レ
ベ
ル
の
高
い
多
数
の
論
文

に
基
づ
い
た
講
演
は
理
路
整

然
、格
調
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
講
演
の
中
で
触
れ
る
製

品
の
評
価
に
関
し
て
も
、
学
問

的
根
拠
に
立
脚
し
た
も
の
で
説

得
力
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
イ
ン
ト
ロ
は
「
ポ
ス

ト
は
歯
根
を
補
強
す
る
の

か
？
」
と
い
う
大
前
提
を
検
証

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
続

い
て
、
支
台
築
造
の
二
大
構
成

要
素
で
あ
る
レ
ジ
ン
コ
ア
と
メ

タ
ル
コ
ア
の
比
較
考
察
で
は
、

十
五
年
間
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
に

よ
り
「
接
着
性
レ
ジ
ン
セ
メ
ン

ト
＋
レ
ジ
ン
コ
ア
」
の
方
が
優

れ
て
い
る
と
解
説
。
ま
た
、
歯

牙
残
存
部
位
の
違
い
に
よ
る
分

類
や
、
ポ
ス
ト
形
態
に
よ
っ
て

応
力
集
中
が
異
な
る
た
め
歯
根

破
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
異
な
る

と
い
う
基
礎
研
究
な
ど
、
数
多

く
の
論
文
を
紹
介
し
つ
つ
解
説

さ
れ
た
。
中
で
も
、
ア
メ
リ
カ

の
補
綴
学
会
で
は
「
ね
じ
切
り

タ
イ
プ
の
ス
ク
リ
ュ
ー
ポ
ス

ト
」
は
歯
根
破
折
が
生
じ
や
す

く
禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、
今
回
の
診
療
報
酬

の
改
定
で
、
三
面
以
上
の
壁
が

残
っ
て
い
る
場
合
で
は
ス
ク

リ
ュ
ー
ポ
ス
ト
は
算
定
条
件
外

と
な
っ
た
が
、
そ
の
根
拠
と
な

る
東
京
歯
科
大
学
の
論
文
紹
介

な
ど
に
は
出
席
者
の
関
心
が
高

か
っ
た
よ
う
だ
。

後
半
は
、
ポ
ス
ト
の
材
質
に

求
め
ら
れ
る
弾
性
力
や
曲
げ
強

度
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
を
挙
げ
、

そ
の
利
点
を
解
説
さ
れ
た
。
し

か
し
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
は

予
後
が
良
い
と
い
っ
て
も
、

千
三
百
四
本
中
二
十
五
本
が
根

管
内
壁
と
コ
ア
部
分
の
接
着
不

良
に
よ
り
失
敗
が
あ
っ
た
と
す

る
研
究
（
十
二
カ
月
か
ら
十
八

カ
月
の
観
察
）
も
あ
り
、
き
ち

ん
と
し
た
手
技
を
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
も
力
説
さ
れ
た
。
失

敗
の
対
応
と
し
て
荒
井
先
生
は

四
要
素
を
挙
げ
、
個
別
に
詳
し

く
解
説
さ
れ
た
。

《
失
敗
の
四
要
因
》：
①

C-factor

（
窩
洞
構
成
要
素
）、

こ
の
値
が
大
き
い
と
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
の
重
合
収
縮
が

大
き
く
な
り
、
接
着
界
面
に
応

力
が
か
か
り
、
コ
ン
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
じ
る
可

能
性
が
高
い
②
ス
メ
ア
層
が
厚

い
こ
と
③
光
が
根
の
先
ま
で
届

か
な
い
こ
と
④
セ
メ
ン
ト
が
緊

密
に
入
れ
づ
ら
い
こ
と
。

次
い
で
、
そ
れ
ら
に
対
す
る

対
応
と
し
て
、
①
に
は
レ
ジ
ン

の
重
合
収
縮

の
ギ
ャ
ッ
プ

を
防
ぐ
た
め

低
重
合
収
縮

の
レ
ジ
ン
コ

ア
材
を
選
択

す
る
こ
と
②

に
は
適
切
な

前
処
理
を
実

施
す
る
こ
と

③
に
は
光
が

よ
く
通
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー

ポ
ス
ト
を
使

用
す
る
こ
と

④
に
は
専
用

の
マ
イ
ク
ロ

シ
リ
ン
ジ
を

用
い
て
根
管

の
先
に
ま
で

気
泡
を
入
れ
ず
に
し
っ
か
り

と
流
し
込
ん
で
か
ら
ポ
ス
ト

を
挿
入
す
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
た
。

加
え
て
、
レ
ジ
ン
コ
ア
の
強

度
を
最
大
限
上
げ
る
た
め
に

は
、
高
速
道
路
な
ど
の
高
架
橋

の
コ
ン
ク
リ
支
柱
の
鉄
骨
の
植

え
方
を
例
示
し
、
使
用
す
る

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
の
太
さ
・

数
・
方
向
が
重
要
で
あ
り
、
中

心
に
補
強
物
（
ポ
ス
ト
）
が

あ
っ
て
も
強
度
に
は
意
味
は
無

く
、
患
歯
の
牽
引
側
に
植
立
す

る
こ
と
な
ど
が
肝
要
で
あ
る
と

力
説
さ
れ
た
。
結
論
と
し
て
、

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
を
用
い
た

レ
ジ
ン
コ
ア
は
、
直
接
法
で
は

脱
離
す
る
危
険
性
が
少
な
く
歯

根
破
折
も
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、

レ
ジ
ン
コ
ア
自
体
が
破
折
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
現
在
で
は

必
ず
フ
ェ
ル
ー
ル
を
二
・
五
ミ

リ
以
上
得
る
前
処
置
（
外
科

的
・
矯
正
的
挺
出
、
歯
冠
長
延

長
術
）
を
実
施
し
た
う
え
で
、

間
接
法
に
よ
っ
て
ポ
ス
ト
を
作

製
し
、
装
着
に
は
ス
ー
パ
ー
ボ

ン
ド
を
使
用
す
る
方
法
を
推
奨

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
患
者
さ
ん
に
破
折
や
脱

離
の
同
意
を
得
ら
れ
な
い
場
合

な
ど
で
は
、
メ
タ
ル
コ
ア
も
選

択
肢
と
し
て
残
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

学
術
的
な
基
礎
理
論
と
豊
富

な
臨
床
経
験
に
基
づ
く
講
演
に

は
学
ぶ
点
も
多
く
、
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
明
日
か
ら
の
臨
床
に

非
常
に
有
意
義
な
講
演
会
と

な
っ
た
こ
と
を
確
信
し
、
私
の

報
告
を
終
え
る
。

な
お
、
講
演
の
終
盤
に
は

（
株
）
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
の
協

力
に
よ
っ
て
、
参
加
者
全
員
に

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
を
使
っ
た

レ
ジ
ン
コ
ア
の
模
型
実
習
も
行

わ
れ
た
。

第
五
回
　今
さ
ら
聞
け
な
い
歯
科
臨
床
シ
リ
ー
ズ
講
演
会

山
本

　司
（
野
々
市
市
・
歯
科
）

破
折
し
に
く
い
支
台
築
造
の
考
え
方

破
折
し
に
く
い
支
台
築
造
の
考
え
方

ファ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
と

　レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト
の
勘
ど
こ
ろ

31人が参加した今さら聞けない歯科臨床シリーズ講演会
� （9月27日・金沢勤労者プラザ）

講師の荒井良明先生

菅
谷
昭
氏（
松
本
市
長・医
師
）を
講
師
に
原
発・い
の
ち・み
ら
い
講
演
会
開
催
詳
し
く
は

９
面

キットを使った実習も行われた

石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第510号（1）2014年10月15日（毎月15日発行）



明日のための安心設計

【月払】で無理のない資金作り!

※「月払」は、掛金負担時1口1万円につき運営事務費100円、生保委託手数料117円、遺族特約保険料6円が差し引かれ、9,777円が
積立元本となります。

※ここで紹介した試算表については現在の予定利率（1.259％）に基づく概算であり、将来の支払い額をお約束するものではありません。

※普及期間中には、三井生命、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いしますので、ご面談
くださいますようお願いします。
※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレットをご確認ください。

全国の会員から、自在性・柔軟性に富む保険医年金が評価されています。
お問い合わせは石川県保険医協会まで

Tel：076-222-5373  Fax：076-231-5156

ご加入例自在性が魅力です！

■月払に加入した場合　
加入時
の年齢

加入口
（月額）

10口（500万円）
加入の場合

20口（1,000万円）
加入の場合

⇒ 基本年金月額

経過期間
脱退一時金額

基本年金月額

の場合

基本年金月額

の場合
脱退一時金額

年金受給総額
（掛金総額）

４０歳

４5歳

5０歳

１０口
（100,000円）

１5口
（150,000円）

2０口
（200,000円）

70歳から
10年確定で受給の場合⇒ 約36万9,180円

約5,493,000円10年
20年
30年

約48,170円 約10,986,000円   約96,340円
約6,168,000円 約54,090円 約12,336,000円 約108,180円
約6,927,000円 約60,740円 約13,854,000円 約121,480円

約4,430万円
（約3,600万円）

75歳から
10年確定で受給の場合⇒ 約55万3,770円 約6,645万円

（約5,400万円）
75歳から
10年確定で受給の場合⇒ 約59万6,780円 約7,161万円

（約6,000万円）

余裕資金は【一時払】でしっかり上乗せ！

10年確定年金 10年確定年金

○急な出費にも1口単位で解約できます  
○払込が困難な時には「掛金中断」も可能です
○年金の受取りは「受給時」に
①10年定額年金
②15年定額年金
③15年逓増年金
④20年逓増年金 から選択
または一括受取り
○万一の時にはご遺族に全額給付
保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつ

くられた医師・歯科医師を対象とする積立型の年金制度
（拠出型企業年金保険）です。1968年に創設して以来、加
入者は約5万5千人、積立金額は1兆1千億円を超え、わが
国有数のスケールに発展しています。
保険医年金では年金制度でもっとも大事な点である加
入者の年金給付を守ることを重視し、これまでに年金受給
者の年金額をカットしたことは一度もありません。

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。
お申込み期間 9月1日から10月25日まで
ご加入日 2015年1月1日
予定利率 1．259％
加入資格 新規は満74歳、増口は満79歳までの

保険医協会の会員

月　払
１口１万円
（３０口まで）
一時払

１口50万円
（1回につき４０口まで）

（　　　　　　　　　　）2014年9月1日現在の予定利率で、
将来変動することがあります

年金資産は複数の生保会社で
リスク分散されています。

2013年度の配当実績は
予定利率と合わせて 1.459％1.459％ 過去10年で

最高の配当実績!

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~

保険医年金の
おすすめ 加入・増口の受付は

10月25日まで

締切間近!

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
５
と
四
子
に
し
て
捨
て
る

の
が
好
手
段
。
白
６
に
黒
７
で
白
死
で

す
。
黒
１
で
イ
は
白
５
で
白
生
き
。
黒

１
で
５
は
白
１
で
白
生
き
。
白
２
で
５

な
ら
黒
ロ
で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁

（７は１の右）

26
15

34

イ

ロ

☗
３
一
角
☖
２
三
玉
☗
３
二
飛

成
☖
同
玉
☗
４
一
角
☖
３
三
玉

☗
２
二
角
成
☖
同
玉
☗
２
三
金

☖
３
一
玉
☗
３
二
金
ま
で
11
手

詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
☗
３
二
飛
成

が
好
手
で
、
☖
同
玉
に
☗
４
一

角
が
急
所
の
一
手
で
す
。
さ
ら

に
☖
３
三
玉
の
逃
げ
に
☗
２
二

角
成
が
と
ど
め
の
一
撃
で
、
以

下
手
順
の
追
詰
で
す
。
　

将
棋
解
答

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

8
＋
1
で
、答
え
は「
9
」

（
問
題
12
面
）

グループ保険
「生命保険料控除証明書」
の発行について

グループ保険ご加入のみなさまへ

グループ保険配当金を
10月中に送金します
グループ保険加入者の皆様には、10月中に本年度の
配当金を送金します。配当金の振込口座は掛金振替口
座です。なお、本年度の被保険者票は8月に郵送いたし
ました。ご確認くださいますようお願いします。

希望される方は保険医協会までご連絡ください。昨年
度発行した方については、自動的に発行・郵送します。
なお、保険料負担者が法人の場合は、生命保険料控除
証明書は発行できませんので、ご注意ください。

石川県保険医協会　電話 076-222-5373 ○詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

2014年も残すところわずかになりました。保険
医協会では、新しい年を迎えるに当たり、『石川
保険医新聞』2015年新年号の編集を始めました。
新年号特集は2015年の北陸新幹線開業にちな

み、「電車・鉄道」です。電車・鉄道に関して、ぜひ
原稿をお寄せください。また、自由テーマの会員
投稿も募集します。

原稿募集の
ご案内

「石川保険医新聞」新年号

石 川 保 険 医 新 聞 2014年10月15日（毎月15日発行）（2）第510号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



こ
れ
ま
で
、
健
康
診

査
な
ど
に
お
い
て
、
成

人
・
労
働
者
を
中
心
に

医
科
・
歯
科
の
間
に
大

き
な
差
が
あ
っ
た
。
基

盤
と
な
る
地
域
保
健
法

に
、
保
健
所
の
行
う
事
業
と
し
て

「
歯
科
保
健
（
歯
科
衛
生
）
に
関
す

る
事
項
」
が
法
律
本
文
に
明
記
さ

れ
、
健
康
増
進
法
に
も
基
本
方
針
の

内
容
と
し
て
「
歯
の
健
康
の
保
持
」

が
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
個
別
法
に
お
い
て
歯
科
に
関
す

る
検
査
項
目
の
規
定
が
な
い
た
め

に
、
成
人
・
労
働
者
を
中
心
に
歯
科

健
診
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

な
い
。

歯
科
疾
患
の
予
防
な
ど
に
よ
っ
て

口
腔
の
健
康
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た「
歯
科
口
腔
保
健

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
二
〇
一
一

年
八
月
二
日
に
衆
院
本
会
議
に
お
い

て
全
会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
た
。
ま

た
、
石
川
県
議
会
も
二
〇
一
四
年
六

月
の
定
例
議
会
で
「
石
川
県
歯
と
口

腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
全

会
一
致
で
可
決
、
六
月
二
十
五
日
に

公
布
・
施
行
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
幼
児
や
児

童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
、
う
蝕
予

防
を
中
心
と
し
た
対
策
か
ら
、
成
人

期
の
歯
周
疾
患
対
策
や
要
介
護
高
齢

者
へ
の
歯
科
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
含
め
た
、
歯
科
・
口
腔
保
健

医
療
対
策
へ
の
転
換
を
目
指
す
と
し

て
い
る
。
す
べ
て
の
住
民
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
格
差
な
く
口
腔
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
、
市
町
が
こ
の
実
現

の
た
め
に
条
例
を
制
定
し
、
さ
ら
に

具
体
的
な
施
行
規
則
を
作
り
、
財
政

上
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

保
険
医
協
会
は
、
成
人
・
労
働
者

が
定
期
的
な
歯
科
健
診
や
歯
科
保
健

指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
会
員
と

共
に
活
動
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
を

始
め
と
す
る
全
身
の
健
康
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
介
護
保
険
主

治
医
意
見
書
に
口
腔
機
能
の
項
目
を

充
実
さ
せ
、
要
介
護
高
齢
者
が
食
事

（
咀
嚼
）、
会
話
を
は
じ
め
と
し
た
質

の
高
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
え

て
い
け
る
よ
う
尽
力
す
る
。

第
三
十
四
回
「
な
ん
で
も
学

術
！　

な
ん
で
も
回
答
？　

よ

ろ
ず
勉
強
会
」
が
、
九
月

二
十
五
日（
木
）近
江
町
交
流
プ

ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
金
沢
市
木
越
町
で

ご
開
業
の
近
藤
政
子
先
生
に
、

小
児
歯
科
に
つ
い
て
の
ご
講
演

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
近
藤
先

生
は
小
児
歯
科
学
会
の
専
門
医

で
、
こ
れ
ま
で
も
当
協
会
の
食

育
関
連
の
ご
講
演
を
幾
度
と
な

く
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
ど
れ
も
が
大
好
評
で

し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
特
に

医
科
会
員
向
け
の
お
話
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

ご
講
演
で
は
、
小
児
の
歯
牙

の
発
育
、
舌
の
機

能
な
ど
の
基
本
的

な
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
小
児
の
口
腔

機
能
の
発
達
段
階

に
合
わ
せ
て
、
ど

の
よ
う
な
食
物
を

選
び
、
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く

べ
き
か
を
お
示
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
藤
先
生
は
ご

講
演
の
中
で
、
食

べ
る
と
い
う
こ
と

は
単
に
生
命
活
動

に
必
要
な
栄
養
を

摂
取
す
る
だ
け
の

も
の
で
は
な
い
。

咀
嚼
す
る
こ
と
が
全
身
の
発
達

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
楽
し
く
食
べ
る

こ
と
は
脳
の
発
達
を
促
し
、
心

と
体
を
賦
活
す
る
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
理
解

す
る
こ
と
は
、
小
児
を
養
育
す

る
と
き
だ
け
で
な
く
、
認
知
機

能
と
と
も
に
摂
食
嚥
下
機
能
の

衰
え
た
人
を
介
護
し
て
い
く
際

に
も
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。「
食

べ
る
」
と
い
う
こ
と
を
通
し

て
、
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
が
健

や
か
に
成
長
し
、
要
介
護
と

な
っ
た
方
も
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
生
き
て
い
け
る
こ
と
を
心
か

ら
願
う
先
生
の
強
い
思
い
と
深

い
愛
情
が
感
じ
ら
れ
、
大
き
な

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

一
方
で
、
具
体
的
な
お
話
も

あ
り
ま
し
た
。
舌
機
能
の
発
達

の
重
要
さ
を
鑑
み
、
舌
小
帯
短

縮
症
の
場
合
は
口
腔
筋
機
能
療

法
や
舌
小
帯
切
除
術
が
必
要
で

あ
る
こ
と
や
、
二
歳
以
降
の
指

し
ゃ
ぶ
り
に
よ
る
口
腔
機
能
上

の
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
と
対
策
、

母
乳
う
蝕
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
い
つ
頃
ま
で
に
授
乳
を
や

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
、
あ

る
い
は
清
涼
飲
料
水
う
蝕
を
起

こ
し
や
す
い
製
品
は
ど
れ
か
な

ど
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
講
演
後
の
質
疑
応
答
も
大

変
に
活
発
な
も
の
と
な
り
、
外

傷
な
ど
で
歯
牙
が
破
損
し
た
場

合
の
破
折
片
は
、
ど
の
よ
う
に

扱
え
ば
よ
い
か
な
ど
、
こ
ち
ら

も
か
な
り
具
体
的
な
内
容
で

し
た
。

こ
の
勉
強
会
で
は
、
今
後
も

「
歯
科
か
ら
医
科
へ
の
発
信
」

を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

実
地
臨
床
に
役
立
つ
貴
重
な
お

話
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
会
で

す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
会

員
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
医
療
情
勢
学
習
会

の
た
め
、
理
事
会
は
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
！
と
言
う
わ
け

で
、
理
事
会
が
成
立
す
る
ま

で
の
間
、
ま
ず
大
川
副
会
長

か
ら
県
内
の
医
療
福
祉

ニ
ュ
ー
ス
の
提
供
。「
県
立

中
央
病
院
の
総
事
業
費
が
二

割
増
額
で
決
着
」
が
目
を
引

く
。
会
員
動
向
は
、
世
代
交

代
が
進
む
中
、
頭
打
ち
状
態

が
続
く
。
保
団
連
医
療
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム（
札
幌
に
て
九

月
十
三
〜
十
四
日
開
催
）で

は
、大
川
副
会
長
が
第
一
分

科
会
で「
往
診
と
犬
」と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
演
題
を
発

表
、
好
評
を
博
し
た
。
十
月

二
十
六
日
に
菅
野
昭
氏（
松

本
市
長
）を
招
い
て
、「
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開

催
予
定
。
財
政
部
か
ら
は
概

ね
良
好
な
会
計
決
算
で
あ
る

と
の
報
告
。
歯
科
部
力
作
の

『
歯
科
保
険
診
療
便
覧
』
は

医
科
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
ほ

ど
の
書
籍
だ
が
、
ま
だ
全
国

的
な
広
が
り
に
欠
け
て
い

る
。診
療
の
バ
イ
ブ
ル
だ
と
、

理
事
全
体
の
認
識
。
学
術
・

保
険
部
か
ら
は
、
よ
ろ
ず
勉

強
会
、
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
シ

リ
ー
ズ
の
計
画
が
・
・
・
。

二
〇
一
四
年
点
数
改
定
疑
義

解
釈
の
最
新
版
が
九
月
五
日

に
発
出
。
訪
問
診
療
に
関
わ

る
別
紙
様
式
の
記
載
が
大
幅

に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば

し
い
。
機
関
紙
・
文
化
部
の

話
題
は
、
新
年
号
の
座
談
会

に
つ
い
て
。
会
長
・
副
会
長

の
座
談
会
形
式
と
し
、
医
療

環
境
の
激
変
と
協
会
の
運
動

論
を
今
一
度
考
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ど
う
な
る
こ
と
や

ら
・
・
・
。
協
議
事
項
は
、

こ
れ
ま
た
盛
り
だ
く
さ
ん
。

医
療
介
護
法
案
へ
の
対
決
、

消
費
税
増
税
へ
の
反
対
、
さ

ら
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、憲
法
。

ど
れ
を
取
っ
て
も
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
。
で
も
、
そ
れ

が
今
の
日
本
で
あ
る
。
協
会

の
課
題
が
多
い
が
、
や
り
が

い
も
あ
る
。
最
後
に
、
本
日

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
。
平
田
副

会
長
を
講
師
と
し
て
ミ
ニ
レ

ク
チ
ャ
ー
。
保
団
連
政
策
部

作
成
の
『
医
療
介
護
法
案
に

続
く
政
府
の
医
療
制
度
改
革

二
〇
一
五
』
を
テ
キ
ス
ト
に

議
論
を
重
ね
る
。
経
済
界
と

政
府
の
目
論
見
は
、
医
療
の

営
利
化
と
混
合
診
療
解
禁

か
？　

こ
の
議
論
は
も
う
少

し
時
間
が
必
要
だ
ろ
う
。

 

【
大
平　

記
】

医療情勢の　　
　理事学習会も

（9月16日・12人出席）

第10回 理事会点描

い
わ
ゆ
る
医
療
費
の
標
準
化
と

 

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
流
用
に
反
対
す
る

す
べ
て
の
住
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

 

口
腔
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に

格
差
な
く

理事　三宅　靖（金沢市･内科）

第34回なんでも学術！ なんでも回答？ よろず勉強会第34回なんでも学術！ なんでも回答？ よろず勉強会
シリーズ●医科会員のための歯科講座

小児歯科の基礎から口腔機能発達まで

17人が参加して開かれた第34回よろず勉強会
� （9月25日・近江町交流プラザ）

講師の近藤政子先生

○詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

と　き●

テーマ●

2014年11月6日（木）
午後7時15分～午後8時45分

講　師●荒木  勉 先生（済生会金沢病院・内科）

ところ●近江町交流プラザ 4階・研修室1
対　象●保険医協会会員（参加は無料です）

なんでも学術! なんでも回答?

よろず勉強会よろず勉強会
第35回

現場実践シリーズ①
現場からみた抗凝固薬の使い分け
─本音を語る

石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第510号（3）2014年10月15日（毎月15日発行）



7 月30日から 8 月 1 日まで、国連のOpen-ended Working Group on 
Ageing Fifth Sessionに出席しました。NGO一般社団法人日本高齢期運動
サポートセンターの理事長として、国連に高齢者の人権条約制定を要請し
てきました。

ニューヨークは、2010年以
来 5年ぶりですが、当時9.11
グランドゼロ地点に建設中だ
った新たなアメリカの富の象
徴、541メートルのワン・ワ
ールドトレードセンターを中
心に新たな摩天楼が形成され
ていました。（写真 1）
写真 2は会議の様子です。
一応、政府代表の席とNGO
の席は、分けられていました
が、自由に相互交流ができる
ような雰囲気でした。
日本の高齢者の人権の危機
的状況を訴え、国連に高齢者
の権利条約制定をつよく文書
で要請しました。とくに単な
る統計的数字以上に、次のよ
うな高齢者を巡る深刻な事故
や事件をあげました。
①自殺率　高齢者の自殺率
は高く、多くは病苦である。
②介護殺人、介護心中が跡を

絶たない。③餓死、孤独死、孤立死も多い。とくに、一人で亡くなる孤独
死よりも夫婦、親子、兄弟など家族が社会から孤立して亡くなる例が増え
ている。④虐待防止法が施行されているが、自宅での家族による虐待、施
設での虐待も増加している。⑤高齢者の安住の地であるべき公認の施設に
おける死亡事故が増えている。例えば石川県のグループホームでの職員に
よる過失致死事件。⑥高齢者しかも生活保護利用者を食い物にして利潤を
あげる「貧困ビジネス」が横行している。日本政府も、低水準の高齢者用
住宅の存在を奨励し、黙認している状態である。代表的なものに、群馬県
渋川市での未届有料老人ホームでの10人の焼死事件がある。この事件では、
東京都墨田区から送られた生活保護利用者 6人が亡くなっている。墨田区
に「住み続ける権利」が奪われ、その結果、生命権が奪われた例である。

これらの人権侵
害・剥奪事故や事件
の根底には失業、病
気、事故、そして非
正規労働者が 3分の
1を超えるような低
賃金などによる貧困
の拡大・深化と社会
保障の削減・営利化
政策、さらには自
助、共助、公助論が
あることも指摘しました。
他方、こうした政策に対して生存権裁判や保護基準引き下げに対する 1
万件審査請求と訴訟提起、年金引き下げに対する10万件審査請求運動な
ど、社会保障・人権保障運動の拡大についても紹介しました。
こうした中で、日本政府は、強硬に条約制定に反対しています。先進国
は、全体に消極的です。しかし、アルゼンチンなど発展途上国は政府と
NGO一体となって、条約作りを求めています。
そうした状況で、予定になかったのですが、 1日、急きょ会議で発言し
ました。
先のような日本の高齢者に対する人権侵害、剥奪の実態を紹介し、条約
制定の必要性を訴えました。拍手が湧いて、アメリカの高齢運動のリーダ
ーに「ありがとう」と、褒めてもらいました。そのビーチさんからキスし
てもらいました。もちろん手ですが。（写真 3）
レポートがほしいという人もいました。国連の責任者にも、NGO関係
者にも高く評価されました。日本から、政府の報告のような通り一遍のも
のではない、具体的な事例 ─ 情報が欲しいということです。情報発信の
重要性を再認識しました。
ご存知のように、1966年、国連は、普遍的人権を保障した国際人権規約
を制定しました。その後、対象者の固有のニーズを保障する、すなわち固
有の人権のための条約を創ってきました。1979年：女性差別撤廃条約、
1989年：こどもの権利条約、2006年：障害のある人の権利条約ですが、日
本はすでに批准しています。最後に残されているのが、高齢者です。
アルゼンチンは、既に1948年、国連総会に高齢者の権利宣言制定を提案
しています。第二次大戦直後の世界中で高齢化への関心がほとんどなかっ
た時期に何故か。この謎が、今回、解けました。アルゼンチン代表の人た
ちに聞くと、口々に当時のベロン大統領の名前が挙げられました。そし
て、私が「エビータ」というと、拍手が湧きあがったのです。「そうだ」
「そうだ」とうなずきながら。
エビータは、大統領夫人エバ・ベロンの愛称ですが、大統領と一緒に女
性の参政権を導入したり、財団を設立し、労働者用の住宅、孤児院、養老
院などの整備をするなどして、労働者階級から圧倒的支持を受けた、アル
ゼンチンの英雄です。毀誉褒貶の激しい33歳の生涯は、マドンナが演じた
映画「エビータ」で世界中の話題になりました。
高齢化に関心が高くなり、高齢者の人権が国連の場で議論されるのは、
1982年のウィーンでの国際高齢化会議まで待たなければなりませんでし
た。ここでは「高齢化国際行動計画1982」が採択されています。そして、
1991年には、「国連高齢者原則」が高齢者の人権保障について 5つの原理
と18の原則を謳いました。1999年にいたりようやく国際高齢者年が実施さ
れます。
そして、2002年には、マドリッドで第 2回の高齢化に関する国際会議が
開催され、国際行動計画2002が採択されています（詳しくは、拙著『高齢
化への人類の挑戦』萌文社、2003年をご覧ください）。
それから12年も経過しているのに、まだ、条約に結実していません。こ
うした歩みを見ますと、日本のみならず、世界における高齢者の位置はま
だまだ低いと感じざるをえません。
1986年、渡辺美智雄通産大臣は、国会で「役に立たない牝牛は、屠殺場
へ」と発言しましたが、現在の日本の社会保障、高齢者政策は、こうした
「本音」をもろに政策に反映させていると思います。日本政府が条約に強
く反対しているのは、条約作りに金がかかるという財政的理由だというの
ですが、根底には、新たな「姥捨て思想」があると思います。
高齢者の人権を巡っての国連での動きは以上のようなことですが、保険
医協会の皆さんにも、高齢者人権条約制定運動に是非ご参加いただきた
い。来年 5月のNPT（核兵器不拡散条約）再検討会議に合わせて国連に
条約制定要請代表団を送ります。是非、ご一緒しましょう。

ヒデさんに聞く

倫理から人権へ
（金沢大学名誉教授　井上　英夫氏）

《第13回》閑話休題
ニュ－ヨ－クと高齢者権利条約

写真1　ニューヨークの新たな摩天楼

写真2　国連での会議の様子（写真左が筆者）

写真3　�高齢者運動会議ニューヨーク代表の
ビーチさん
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臨床問題3	 小児の自宅での看取り、医療処置の多い場合、機能強化型
の連携

15才の悪性の脳腫瘍（神経膠芽腫）の患者です。痙攣重積発作で発
症し、病院小児科受診し、頭部CTにて脳腫瘍を認め、腫瘍摘出術を行っ
た。その後は、抗がん剤と放射線治療を行うも、腫瘍の縮小はみられず、
自宅での看取りを視野にいれて退院した。食事は多少はたべられるが、
嘔気、嘔吐が有り、中心静脈栄養から経静脈的に輸液を行っている。ス
テ口イド剤や脳圧亢進を防ぐための注射剤など経静脈的に注射剤を定期
的に投与している。また、痛みやしんどさを抑えるため、医療用麻薬の
モルヒネを投与するため、PCAポンプ（注）も使用している。在宅酸素も
使用しており、適宜吸引が必要なため吸引器も使用している。

退院後は、F診療所が訪問診療を行い、F診療所とは特別の関係にあ
るG訪問看護ステーションと特別の関係にないH訪問看護ステーション
が連携して訪問看護に毎日入ることになった。自宅で家族と良い時間が
過ごせたが、徐々に状態が悪化していった。状態の悪化と共に、中心静
脈栄養を徐々に減量していき、あまり吸引は多くなく、呼吸困難も最小
限にとどめることができ、あと数日で最期の時を迎えようとしていた。
主治医のF診療所の医師は、一人医師で在宅医療を行っている開業医で、
看取りまで責任をもとうと考えていたが、今週末、どうしても発表しな
ければならない学会に参加しなければならず連携している I診療所の医
師に不在時の対応をお願いした。F診療所と I診療所とJ診療所は3診療
所で機能強化型の在宅療養支援診療所として届け出をし、普段から情報
共有をしながら、24時間の当番体制を協力して維持していた。

F診療所の医師が、学会出張のため不在となった翌日、患者の状態は
悪化し、永眠された。連携している I診療所の医師が看取りを行い、死
亡診断を行った。死後の処置は主に訪問看護を行っていたG訪問看護ス
テーションの訪問看護師が行った。

（注） PCAとはPatient Controlled Analgesiaの略称で、「自己調節鎮痛法」の意味
です。通常モルヒネ系の医療用麻薬注射剤を静脈あるいは皮下からPCAポンプ
と呼ばれる機械を用いて投与します。

問題41	 このケースで以下の在宅療養指導管理料の中から算定できると思
われるものを3つ選びなさい。
⑴  在宅悪性腫瘍患者指導管理料
⑵  在宅酸素療法指導管理料
⑶  在宅中心静脈栄養法指導管理料
⑷  在宅ターミナル患者指導管理料
⑸  在宅自己疼痛管理指導管理料

【正解】	 1．2．3．
《解説》	 ⑴○。在宅で悪性腫瘍の鎮痛療法または化学療法を行う場合に算定できます。本例ではPCA

で鎮痛療法を実施していますので算定できます。⑵○。⑶○。⑷×。そもそも、在宅ターミ
ナル患者指導管理料という診療報酬はありません。⑸×。疼痛除去のため植込型脳・脊髄刺
激装置を植え込んだ後に、在宅において自己疼痛管理を行っている難治性慢性疼痛の患者に
対して、在宅自己疼痛管理に関する指導管理を行った場合に算定します。本例には当てはま
りません。

問題42	 訪問看護ステーションの利用と連携に関して、次の中から正しい
ものを3つ選びなさい。
⑴  このケースではF診療所の在宅医の訪問診療と特別の関係に

あるG訪問看護ステーションの訪問看護の同日算定は認められ
ない。

⑵  このケースの訪問看護は特別管理加算の算定ができる。
⑶  このケースの訪問看護は長時間訪問看護が可能であるが週1

回までしか算定できない。
⑷  このケースの訪問看護は難病等複数回訪問加算と複数名訪問

　看護加算の算定がどちらも可能である。
⑸  このケースでは在宅患者訪問点滴注射管理指導料の算定がで

きる。
【正解】	 2．3．4．
《解説》	 ⑴×。本例は悪性腫瘍の末期であり、いわゆる「厚生労働大臣の定める疾病」に当たります。

その場合は、特別な関係であっても同日の訪問看護の報酬算定が可能です。⑵○。訪問看護
に関して特別な管理を必要とする患者に対して（具体的には重症度の高いもの、たとえば在
宅悪性腫瘍患者指導管理料を算定している場合など）計画的な管理を行った場合に算定でき
ます。⑶○。長時間訪問看護加算は通常は週1回の算定です。ただ、15歳未満の超重症児、
準超重症児は週3回まで算定できますが、本例には当てはまりません。⑷○。通常、医療保
険での訪問看護は1日1回までの算定という制限がありますが、「厚生労働大臣の定める疾病」
などでは同一日に複数回の訪問看護を実施した際の加算があります。これが難病等複数回訪
問加算です。「厚生労働大臣の定める疾病」や特別訪問看護指示書が出た場合などは複数名
訪問看護加算が算定できます。⑸×。在宅中心静脈栄養法指導管理料を算定している場合は、
在宅患者訪問点滴注射管理指導料の算定はできません。

問題43	 在宅ターミナルケア加算に関して、次の中から正しいものを2つ
選びなさい。
⑴  在宅ターミナルケア加算の算定要件には死亡日前14日以内に

2回以上の訪問が必要であるが、死亡日も含まれる。
⑵  死亡に至るまでの間、在宅において手厚いターミナルケアが

提供された場合は在宅以外で24時間以内に死亡した場合であっ
ても、在宅ターミナルケア加算を算定できる。

⑶  在宅で利用者を看取った場合、医療保険の訪問看護ではター
ミナルケアの加算の評価があるが、介護保険の訪問看護には
ない。

⑷  このケースの場合、G訪問看護ステーションもH訪問看護ス
テーションも在宅ターミナルケア加算を算定できる。

⑸  ターミナルケア加算は在宅患者訪問診療料、在宅患者訪問看
護・指導料のいずれにもあるが、両方を行っている場合は、在
宅患者訪問診療料のターミナルケア加算が優先される。

【正解】	 1．2．
《解説》	 ⑴○。⑵○。⑶×。医療保険の場合、医療機関は在宅ターミナルケア加算を、訪問看護ステー

ションでは、訪問看護ターミナルケア療養費を算定します。介護保険の場合は医療機関、訪
問看護ステーションともターミナルケア加算を算定します。⑷×。G訪問看護ステーション
が算定します。⑸×。ターミナルケアの加算は在宅患者訪問診療料、在宅患者訪問看護・指
導料の双方に設けられていますが、これらは要件を満たせばそれぞれを算定できます。

問題44	 機能強化型の連携に関して、次の中から正しいものを2つ選びな
さい。
⑴  このケースの在宅医は連携医が有床診療所であっても機能強

化型の「病床を有する場合」の点数を算定できない。
⑵  このケースでは、主治医側の在宅医が在宅ターミナルケア加

算を算定し、看取りを行った連携医が看取り加算を算定する。
⑶  看取り加算は在支診・在支病以外か、在支診・在支病か、あ

るいは機能強化型の在支診・在支病かで点数が異なるが、在宅
ターミナルケア加算は一律の点数となっている。

⑷  このケースの場合、看取りを行った I診療所の医師は、はじ
めて患者の診察を行ったので、死亡診断書はかけないので、所
轄警察署への連絡が必要となる。

⑸  このケースの場合、看取りを行った I診療所の医師は、診療
継続中ではない患者なので、死亡診断書では書けないが、死体
検案書を作成し、死亡診断が行える。

【正解】	 2．5．
《解説》	 ⑴×。連携医が有床診療所であれば機能強化型の「病床を有する場合」の点数を算定します。

⑵○。⑶×。看取り加算は一律の加算です（3000点）。在宅ターミナルケア加算は、在支診・
在支病以外では3000点、在支診・在支病では4000点、機能強化型の在支診・在支病は病
床無しで5000点、病床有りで6000点の算定ができます。⑷×。設問5を参照。⑸○。

この全国在宅医療テストも最終回です。全 9回の連載におつきあいいただきありがとうございました。皆様いかがでしたか。やはり、在
宅医療の診療報酬・介護報酬は複雑でしたね（複雑怪奇とまではいいませんが）。たんぽぽクリニックの永井先生は制度をきちんと知らな
いということは患者さんに迷惑をかけることにもなりかねず、無知は ｢罪｣ とまで言っています。私も､解説を書く中で「へーん」「ふーん」
「うむうむ」といろいろ勉強しましたが､ 記憶力の限界も感じました。
さて、最後の出題はこれまた難問の臨床問題です。皆様、チャレンジしてください。

大川　義弘（金沢市・内科）

チャレンジしてみませんか?（その9・最終回）「全国在宅医療テスト」
「全国在宅医療テスト」の問題から（一部変更）
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エ  看護必要度評価表について、看護記録の記載が乏しいものが認められた。
・ 「A得点 2点以上かつB得点 3点以上」の患者以外に評価の記載をして
いない。
・ 「A項目」の心電図モニターについて、「波形の一部」が添付されてい
ない。
・ 「B項目」にかかる患者の状態について、判定の根拠となる観察及び記
録の記載がない。
・  当該動作が制限されていない場合に、動作を促した結果の観察及び記録
の記載がない。
・  判定項目が不足している。

⑤� 外出・外泊、付添
ア 「付添許可基準」及び「外出・外泊許可基準」が作成されていない。
イ  外出、外泊許可証について、
・  病院の名称、住所及び電話番号等の必要事項が記載されていない。
・  試験外泊の目的は、個々の患者の置かれた背景を踏まえて具体的に記載
し、帰院時に結果の評価が記載しやすいようにすること。

ウ  付添許可基準に付添期限が明示されていない。

Ⅱ		 特掲診療料の施設基準（保険医新聞 9月号に掲載済み）	　	

Ⅲ		 入院時食事療養（Ⅰ）及び入院時生活療養（Ⅰ）	　	 　
⑴  院内体制について、栄養管理部門が事務部門の一部として位置付けられていた。
食事は治療の一環であることを認識し、診療補助部門に位置付けるなど院内体制
を改めること。
⑵  給食委員会の構成メンバーに医師が含まれていない。
⑶  約束食事箋の栄養基準表（ 1日の食塩相当量）について、腎臓食の減塩食が
6 gとなっていたので 6 g未満に改めること。

⑷  検食について、
①  検食を給食業務の委託先に勤務する栄養士に行わせている例及び検食者が不
明である例が認められた。

②  検食簿の所見が記載されていない。
③  病院の医師、管理栄養士又は栄養士が実施するとして届出された病院の管理
業務である「検食の実施・評価」を、業務委託先の管理栄養士又は栄養士若し
くは病院の看護師、コンシェルジュ又は事務員に行わせていた。

④  検食簿の記載について、医師、管理栄養士又は栄養士以外の者に行わせて
いる。

⑤  調理師により検食簿の記載が行われている例が認められた。
⑥  検食簿について、検食者が明確に分かるように検食ごとに押印又は署名を行
うこと。

⑦  検食は食事提供前に行うのが望ましいので留意すること。
⑧  管理栄養士及び栄養士が業務として行う検食について、食事代金を管理栄養
士及び栄養士から徴収していた。

Ⅳ		 保険外併用療養費	　	 　
１.	 特別の療養環境に係る病室
治療上の必要から特別療養環境室へ入院させた患者より室料を徴収していた。
２.	 初診に係る特別の料金
⑴  費用徴収が認められる保険医療機関は、医療法第 7条第 2項第 5号に規定する
一般病床に係るものの数が200床以上の病床を有する病院である。
⑵  患者からの同意を得ていない例が認められた。

Ⅴ		 届出事項・院内掲示等	　	 　
１.	 届出事項等
⑴  特別の療養環境の提供について、不適切な例が認められた。
①  費用徴収を行うこととしている病床の金額と病床数について、変更届の未報
告が認められた。

②  特別な療養環境室料金額の報告は総額（消費税込み）で行うこと。
⑵ 「入院期間が180日を超える入院に関する事項」に係る「患者から徴収した料金」
と「200床以上病院の初診に係る特別料金」について、変更届の未報告が認めら
れた。
⑶  管理者の変更があった場合は速やかに厚生局へ変更届を提出すること。
⑷  診療時間、休診日、診療科名に変更があった場合には、すみやかに厚生局へ届
出を行うこと。
⑸  保険医の転入・転出があった場合は速やかに厚生局へ届出を行うこと。
２.	 院内掲示
⑴  保険医療機関である旨の標示がない。
⑵  診療時間が掲示されていない。
⑶  掲示してある診療時間と届け出ている診療時間が相違していた。
⑷  入院期間が180日を超える入院に係る特別の料金額が届出額と相違していた。
⑸  看護要員の配置に関する掲示について、
①  各勤務帯のそれぞれで、 1人の看護要員が、実際に受け持っている入院患者
の数を各病棟内に掲示すること。また、複数の病棟間で傾斜配置をしている場
合には、各病棟の看護要員の配置状況を掲示すること。

②  看護補助者が受け持っている入院患者数を各病棟に掲示すること。
③  看護要員の配置に関する情報提供に係る院内掲示は、患者等にわかりやすい
場所に掲示すること。

④  看護要員の配置に関する情報提供は、「 7： 1入院基本料」等点数項目のタ
イトルを明記すること。

⑹  届出を行った施設基準について掲示のないものが認められた。
⑺  ハイリスク分娩管理加算及びハイリスク妊娠管理加算について、屋内禁煙を
行っている旨を保険医療機関の見やすい位置に掲示すること。
⑻  ハイリスク分娩管理加算について、「配置医師数及び配置助産師数」を保険医
療機関の見やすい位置に掲示すること。
⑼  医療安全対策加算 1について、院内の見やすい場所に医療安全管理者等による
相談及び支援が受けられる旨の掲示がされていない。
⑽  ニコチン依存症管理料について、禁煙治療をしている旨を院内の見やすい場所
に掲示すること。
⑾  コンタクトレンズ検査料 1について、検査料を含む診療に係る費用等が診療科
の外来受付、支払窓口の分かりやすい場所に掲示されておらず、患者に対して必
要な情報提供がなされていない。
⑿  入院時食事療養・入院時生活療養について、
①  適温・適時に関する掲示がされていない。
②  適時適温に関する掲示について、夕食を午後 6時以降に提供する旨の掲示に
改めること。

⒀  保険外併用療養費に関する事項を受付や病棟に掲示していない。
⒁  特別の療養環境の提供について、特別料金を徴収する部屋の号室を掲示する
こと。
⒂  入院期間が180日を超える入院に関する事項に関する掲示が受付にない。

Ⅵ		 その他
勤務医の出勤簿について、出勤した日に医師の認め印を押印するなど、勤務医の
出勤状況が明確に確認できるよう改めること。

新たな患者負担増に反対する
署名にご協力ください！
政府は医療費の窓口負担に加え、入院時の食事代の自己負担を増やす（1食260円

から460円に）、混合診療を拡大など、新たな患者負担を増やそうとしています。これ
らの患者負担増に反対する署名用紙に加え、リーフレット「国民皆保険が危ない！」、
プレゼント付きクイズチラシを同封しました。ぜひこれらをご活用いただき、１筆でも
多くの署名をお寄せいただければ幸いです。また署名用紙・リーフレット・クイズ
チラシの追加が必要でしたらお送りいたしますので、ご連絡ください。

石川県保険医協会 電話 076-222-5373  FAX 076-231-5156

石 川 保 険 医 新 聞 2014年10月15日（毎月15日発行）（6）第510号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



Ⅰ		 基本診療料等の施設基準等について	　	 　
１.	 入院基本料等の施設基準等
⑴� 通則的事項等
①� 入院診療計画書
ア  様式に不備がある（「主治医以外の担当者名」、「症状」、「治療計画」、「検
査内容及び日程」、「手術内容及び日程」、「特別な栄養管理の必要性の有無」、
「看護計画」欄がない。）
イ 「主治医以外の担当者名」、「症状」、「検査内容及び日程」、「手術内容及び
日程」、「推定される入院期間」、「特別な栄養管理の必要性の有無」の記載が
ない。
ウ  入院診療計画書の記載内容が乏しい。
エ  看護・リハビリテーション等の計画の記載内容が画一的であり、個々の患
者の病状に応じたものとなっていない。
オ  入院診療計画書が診療録に貼付していない。
②　院内感染防止対策
ア  院内感染防止対策委員会の構成員について、
・  病院長及び看護部長だけである。
・  病院長、事務長、薬剤部門及び検査部門の責任者がメンバーとなってい
ない。
・  事務部門の責任者が薬剤部門の責任者を兼務している場合はその旨を記
載すること。

イ 「感染情報レポート」を週 1回程度作成していない。
ウ 「感染情報レポート」の作成について、「MRSA」という表現ではなく、そ
れぞれの細菌名を記載すること。
エ  各病室の入口に消毒液を設置していない。
オ  洗面台の下に、患者数人の歯ブラシが容器に密閉された状態で保管されて
いた。また、コップを収納した容器が足元に保管されている。
カ  患者の交換後のリネンが病棟廊下に置かれた状態であった。
キ  汚染リネン庫が施錠されていない。
ク  汚染リネン庫にランドリーバッグが開封状態で保管されていた。
ケ  着替えた病衣を患者自らがランドリーバッグに投入することになって
いた。
コ  清潔リネン庫にリネン以外の不潔物が混在し、衛生管理上不適切である。
③� 医療安全管理体制
ア  医療安全管理委員会規定について、
・ 「安全管理責任者」の位置づけが明示されていない。
・  構成員の選出基準及び全職員対象院内研修を「年 2回程度実施する」旨
を明記すること。
・「医療事故発生時の対応方法」等の記載がない。
イ  医療事故等の報告制度について、医師が適切に報告していない例が認めら
れた。
ウ  医療安全管理委員会の構成メンバーに薬剤部門の責任者が入っていない。
エ  職員研修を年 2回程度実施すること。
オ  緊急避難経路に障害物が置かれている。
カ  毒薬や劇薬を保管している救急カートや注射戸棚が施錠されていない。
キ  食後薬等の投薬車が施錠されていない。
④� 褥瘡対策
ア  療養病棟に褥瘡の専任看護職員が配置されていない。
イ  療養病棟入院基本料を算定する病棟に入院する患者に係る褥瘡発生患者数
の把握が行われていない。毎月「発生割合」を測定しその結果について評価
を行うこと。
ウ  褥瘡対策委員会規定を作成すること。
⑤� 栄養管理体制
ア  多職種の医療従事者が共同して栄養管理を行う体制が整備されていない。
看護師、薬剤師等を含めた共同体制をとること。
イ  栄養管理マニュアルを作成していない。
ウ  栄養状態のリスクに応じた「栄養状態の再評価の時期」がマニュアル化さ
れていないので、再評価の時期を明確にした栄養管理マニュアルを作成する
こと。
エ  入院時のスクリーニング内容を記録している「栄養ケア評価票・経過記録
書」について、スクリーニングの日付、食事摂取量及び判定欄が記載されて

いない。
オ  栄養管理計画書について、
・  必要事項である「再評価の時期」を記載する欄がない、または記載が
ない。

・ 「栄養状態の再評価の時期」が年月の記載しかなく、年月日を記載する
よう改めること。

・  必要事項である「入院時栄養状態に関するリスク」、「栄養状態の評価と
課題」、「栄養食事相談に関する事項」、「退院時及び終了時の総合評価」の
欄がない。

カ  栄養状態の再評価により栄養管理計画の変更があった場合は、栄養管理計
画を再作成すること。

キ  栄養管理計画書を診療録に貼付するよう改めること。
ク  栄養管理計画を患者に説明していない。

⑵� 入院基本料等（保険医新聞 9月号に掲載済み）
⑶� 看護配置、看護記録等
①� 看護配置
ア  看護要員の配置状況について、毎月、勤務計画表「様式 9」を作成し実績
の確認を行うこと。

イ 「様式 9」を作成する場合において、一日平均入院患者数及び平均在院日
数の小数点以下は切り上げること。

ウ  看護職員の勤務時間について、
・  日勤、夜勤、早番、遅番、準夜、長日勤等の計上時間数に誤りがあった。
・  夜勤専従者の夜勤勤務を一般病棟勤務者として算入していた。
・  分娩介助業務での勤務を病棟勤務の時間として算入している。
・  研修・会議等に参加している時間を病棟勤務の時間として算入している。
・  他部署兼務の看護補助者の勤務時間数計上について、様式 9への転記ミ
スが散見された。

エ  看護管理者が夜勤をしている。
②　病棟の看護管理
ア  結核病棟の看護管理者について、併設する一般病棟の看護管理者が兼務し
ていた。

イ  口頭指示ついて、医師不在時の口頭指示受けマニュアルを作成し、適切な
運用を行うこと。

ウ  複数階で 1病棟を構成しているが、サブナースステーションを設けて、適
切な間隔で巡視を行う等の対応策を講じること。

エ  入院患者について、医療保険と介護保険を区別して、患者管理を適切に行
うこと。

オ　病棟管理日誌について、
・  当日の看護要員全員の勤務形態を記載していない。
・  看護要員の勤務形態について、早番・遅番を記載していない。
・  病棟と他部署を兼務した場合の看護要員の勤務時間数が記載されてい
ない。

・  パート職員の時間数や半日指定休の記載がない。
・  災害時の安全管理体制の一環として、看護度に基づく全入院患者氏名一
覧表を添付すること。

③� 勤務計画表
ア  勤務計画立案基準に「看護師 1名を含む複数夜勤」「週の勤務時間40時間
以内」「月平均夜勤時間72時間以下」の項目を記載すること。

イ  一般病棟と療養病棟を併せて職種ごとに作成していたが、それぞれ 1看護
単位（病棟）ごとの作成に改めること。

ウ  時間外に実施する会議の予定等不必要な内容を記載している。
エ  勤務形態に変更があった場合は、変更者の欄の下段に実績の勤務形態を記
載するよう改めること。

オ  外来業務と兼務している看護職員の勤務計画が正しく記載されていない。
④� 看護記録等
ア  入院患者の看護計画が画一的であることから、患者の身体面、精神面、社
会面から情報を収集し、個々の患者の個別な実態に対応するため創意工夫を
凝らした具体的な看護計画を立案し実践すること。

イ  看護関連記録等について、患者の状態把握（身体的、精神的、社会的）が
不十分な例が認められた。

ウ  看護記録について、個々の患者について計画的に適切な看護を行うために
看護の目標、具体的な看護の方法及び評価等を記録すること。

平成25年度施設基準に係る適時調査における主な指摘事項（その2）
○	 前月に引き続き、石川県保険医協会が行政文書情報開示請求により、東海北陸厚生局石川事務所から入手した適時調査における指摘事項を以下
に掲載する。開示されたオリジナルの文書は調査対象医療機関ごとに指摘事項を列記したものであるが、以下ではその内容を点数表項目ごとに保
険医協会で再整理したものである。なお、2014年点数改定で要件が変更になったものについても、原文通り掲載している。
○	 今月号では、「施設基準に係る適時調査の指摘事項」のうち、「入院基本料の通則的事項」、「看護配置・看護記録等」、「入院時食事療養・入院時
生活療養」、「保険外併用療養」、「届出事項・院内掲示」を掲載する。なお、入院基本料通則以外と特掲診療料に係る指摘事項については、９月
号に掲載済みである。

石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第510号（7）2014年10月15日（毎月15日発行）



講
師
は
都
立
広
尾
病
院
で

の
医
療
過
誤
事
件
に
お
い
て

死
亡
さ
れ
た
方
の
夫
に
当
た

る
方
で
す
。
こ
の
医
療
過
誤

は
補
液
と
し
て
消
毒
液
が

誤
っ
て
投
与
さ
れ
、
死
亡
に

至
っ
た
事
例
で
す
。

そ
の
講
師
は
、「
身
体
に

入
れ
て
は
い
け
な
い
も
の

と
、
身
体
に
入
れ
て
よ
い
も

の
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
載
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

常
識
で
な
い
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
」
と
、
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
講
師

が
強
調
さ
れ
る
常
識
は
、
必

ず
し
も
医
療
従
事
者
の
常
識

と
は
な
り
え
な
い
と
私
は
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
広
尾
病

院
で
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

私
の
病
院
の
看
護
責
任
者

に
も
そ
れ
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。「
以
前
こ
の
病
院
で

も
身
体
に
入
れ
て
は
い
け
な

い
も
の
と
、
身
体
に
入
れ
て

よ
い
も
の
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
乗
っ
て
い
ま
し
た
」
と
そ

の
人
は
言
う
の
で
す
。「
そ

れ
は
危
険
な
こ
と
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
か
」
と
私
は

尋
ね
ま
し
た
。「
危
険
な
こ

と
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
当
時
は
そ
ん
な
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

と
、そ
の
人
は
言
う
の
で
す
。

そ
れ
は
、
医
療
従
事
者
の

常
識
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
。
常
識
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
。
常
識
を
「
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し

い
言
動
」と
規
定
す
る
と「
常

識
は
暦
の
上
の
年
齢
を
重
ね

る
だ
け
で
は
身
に
付
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
身
に
付
け
る
た

め
に
は
勉
強
が
必
要
で
す
」

と
私
に
は
思
え
る
の
で
す
。

な
ぜ
医
療
従
事
者
で
あ
る

看
護
師
が
気
付
か
な
い
の

に
、
そ
の
講
師
は
「
身
体
に

入
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
と

身
体
に
入
れ
て
よ
い
も
の
を

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
て
は

い
け
な
い
」
と
強
調
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
そ
の
こ
と
に
よ
り
自

分
の
大
切
な
人
の
命
が
失
わ

れ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
に
は

学
習
の
差
が
表
れ
て
い

ま
す
。

一
方
は
ア
マ
で
も
学
習

し
、
他
方
は
プ
ロ
で
も
学
習

し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
こ

の
よ
う
に
見
て
く
る
と
常
識

と
は
学
習
に
よ
り
修
得
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
医
療
従
事
者
は

日
常
の
医
療
活
動
に
よ
り
、

絶
え
る
こ
と
な
く
常
識
を
修

得
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
個
々

人
の
医
療
活
動
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
限
界
を
他
者
の
医
療

活
動
か
ら
補
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
医
療
過
誤
を
避
け
る

た
め
に
は
、
事
前
の
対
策
が

必
須
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

医
療
過
誤
の
発
生
を
想
定
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
一
般
に
知
ら
な
い
事
故

は
防
止
で
き
ず
、
知
っ
て
い

る
事
故
し
か
防
止
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
事
故
防
止
の
変

わ
る
こ
と
の
な
い
原
則
で

す
。
で
す
か
ら
、
他
者
の
事

故
を
笑
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
他
者
の
事
故
を
笑
い
、

非
難
す
る
よ
う
で
は
、
事
故

を
防
止
で
き
ま
せ
ん
。
他
者

の
事
故
を
自
ら
の
も
の
と

し
、
自
身
の
事
故
を
他
者
に

発
信
し
、
互
い
に
事
故
事
例

を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
故
の
な
い
安
全
で
水
準
の

高
い
医
療
を
作
り
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
当
公

開
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
目
的
も

医
療
事
故
事
例
の
共
有
に
あ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
医
療

人
に
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
う

の
で
す
。

制度のポイント

★次のいずれにも該当する方

２０１4年9月１日（月）～ 11月30日（日）
第２回申込取扱期間

加入日

加入（増口）申込資格は？

①加入日現在健康でひとつの主たる医療機関等で週４日以上か
つ週16時間以上業務に従事している方
②59歳（昭和30年10月２日以降に生まれた方）までの保険医
協会会員で、約款に同意できる保険医である方

２０１5年4月１日（水）

保険医休業保障共済保険
9月より第2回募集開始！！

★給付は長期（最長で730日）、免責は短期
（５日間）
★掛け捨てではありません。脱退給付金が
支払われます。
★掛金は加入時のまま満期まで変わりません。
★入院はもちろん、自宅療養でも、代診をお
いても給付できます。
★他の所得補償保険等の加入に関係なく給
付できます。

※詳細につきましては、保険医協会にお問い合わせください。

『歯科保険診療便覧』
発行のお知らせ

石川県保険医協会
電話 076-222-5373　FAX 076-231-5156
Eメール/ishikawa-hok@doc-net.or.jp

●Ａ４判・４３０頁 オールカラー
●発 行 所／石川県保険医協会 　
●定　　価／8,000円（税、送料込）
●会員価格／5,000円（税、送料込）

※石川県保険医協会の歯科会員には1冊無料で送付します。
※各都道府県の保険医協会・医会の会員も、会員価格でご購入いただけます。
◆注文方法>>>お申込みは石川県保険医協会まで
①「歯科保険診療便覧の注文」と記入の上、②所属協会・医会名、③注文冊数、
④医療機関名、⑤送付先住所および電話番号をご記入の上、
ＦＡＸ、電子メール、または電話でご注文ください。

２０１4年度点数改定版

診療報酬をめぐる
複雑な制度体系の理解のために
歯科診療報酬関連の告示・通知そのものを、
わかりやすく分類・整理した、通称「茶本」の最新版。
歯科診療所、必携の一冊！
点数表告示・通知に加え、その直下に点数表解釈にあたって必要と
なる多数の厚労省告示・通知（施設基準、Ｑ＆Ａ、レセプト記載要領
等）を、囲み罫や色分けを駆
使して各点数項目ごとにまとめ
て掲載。「利便性が高い！」と
好評の「茶本」―2014年度点
数改定版が発行されました。

会
員
寄
稿医療事故事例の共有を

袖本　幸男（金沢市・病理診断科）

常識を問う
─2013年度 北陸病院医療安全公開セミナー講演を聴いて思う─
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八
月
三
十
日（
土
）、
三
十
一

日（
日
）、
日
本
科
学
者
会
議
主

催
の
第
三
十
五
回
原
子
力
発
電

問
題
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
福

島
原
発
事
故
か
ら
三
年
半　

事

故
の
現
状
と
再
稼
働
の
動
き
、

活
断
層
問
題
」
が
金
沢
市
駅
西

健
康
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
初
日
に
参
加
し
た
の
で
報

告
し
ま
す
。

福
島
大
学
特
任
教
授
の
清
水

修
二
氏
（
専
門
は
財
政
学
、
県

民
健
康
調
査
検
討
会
の
委
員
）

は
、「
三
年
半
を
経
過
し
た
福

島
県
民
の
現
実
と
打
開
の
展

望
」
と
題
し
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
冒
頭
、
清
水
氏
は
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
炉
心

ご
と
爆
発
し
た

の
に
対
し
、
福

島
原
発
事
故
は

水
素
爆
発
に
よ

り
建
屋
が
吹
っ

飛
ん
だ
も
の

で
、
放
出
さ
れ

た
放
射
性
物
質

の
量
が
格
段
に

異
な
り
、
ヨ
ウ

素
一
三
一
は
十

分
の
一
、
セ
シ

ウ
ム
一
三
七
は

五
分
の
一
程
度

で
あ
り
、
な
お

か
つ
そ
の
大
半

が
海
洋
に
降
下

し
た
こ
と
か

ら
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の

よ
う
な
健
康
被
害
が
起
こ
る
と

は
考
え
に
く
い
こ
と
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
、
福
島

で
生
活
し
て
い
る
住
民
の
放
射

線
被
ば
く
に
つ
い
て
は
、
外
部

被
ば
く
と
内
部
被
ば
く
の
二
つ

の
デ
ー
タ
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。外
部
被
ば
く
に
つ
い
て
は
、

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
ふ
く
し

ま
が
全
国
十
二
の
単
一
組
合
の

組
合
員
に
つ
い
て
七
日
間
の
外

部
被
ば
く
の
実
効
線
量
を
測
定

し
た
結
果
、
自
然
放
射
線
の
影

響
を
取
り
除
い
た
福
島
県
で
の

年
間
放
射
線
被
ば
く
量
は
〇
・

六
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
り
、

そ
れ
ほ
ど
問
題
と
は
な
ら
な
い

こ
と
、
内
部
被
ば
く
に
関
し
て

も
、
生
活
協
同
組
合
が
行
っ
た

陰
膳
調
査
結
果
で
は
、
福
島
県

内
の
家
庭
の
食
事
か
ら
放
射
能

は
検
出
さ
れ
る
も
の
の
、
大
半

が
カ
リ
ウ
ム
四
〇
で
、
セ
シ
ウ

ム
は
ほ
ぼ
検
出
限
界
未
満
で
あ

り
、
内
部
被
ば
く
も
無
視
し
て

い
い
レ
ベ
ル
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
二

十
九
万
人
の

子
ど
も
の
甲

状
腺
が
ん
検

査
に
つ
い
て

も
言
及
さ

れ
、
通
常
で

は
百
万
人
に

一
〜
二
人
と

い
わ
れ
る
子

ど
も
の
甲
状

腺
が
ん
で
す

が
、
今
回
九

十
人
が
「
が

ん
ま
た
は
そ

の
疑
い
あ
り
」
で
、
こ
れ
は
予

想
外
の
結
果
だ
っ
た
そ
う
で
す

（
図
１
）。
し
か
し
、
重
要
な
こ

と
は
百
万
人
に
一
〜
二
人
と
言

わ
れ
る
の
は
罹
患
率
（
一
年
間

に
ど
れ
く
ら
い
患
者
が
出
現
す

る
か
）
で
あ
り
、
今
回
の
数
字

が
示
し
て
い
る
の
は
有
病
率

（
あ
る
時
点
で
ど
れ
だ
け
患
者

が
存
在
す
る
か
）
で
あ
る
の

で
、
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
こ

と
は
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
、

注
目
す
べ
き
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
と
福
島
の
子
ど
も
の
甲
状
腺

が
ん
の
年
齢
分
布
で
あ
り
、
福

島
で
は
十
歳
以
上
に
多
く
分
布

し
て
い
る
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
で
は
〇
〜
四
歳
が
圧
倒
的
に

多
く
、
九
歳
ま
で
で
九
八
パ
ー

セ
ン
ト
弱
で
あ
り
（
図
２
）、

福
島
で
多
発
す
る
子
ど
も
の
甲

状
腺
が
ん
は
放
射
線
被
ば
く
の

影
響
と
は
考
え
に
く
い
と
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
将
来
影
響

が
出
な
い
と
断
言
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は

事
故
後
四
〜
五
年
後
に
な
っ
て

か
ら
急
増
し
た
こ
と
、
福
島
の

場
合
は
拡
散
さ
れ
た
放
射
能
が

低
く
、
影
響
が
出
る
と
す
れ
ば

事
故
後
十
年
以
上
た
っ
て
か
ら

と
思
わ
れ
る
の
で
、
調
査
は
継

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結

ば
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
に
つ

い
て
は
野
口
邦
和
氏
（
日
本
大

学
歯
学
部
Ｒ
Ｉ
共
同
利
用
施

設
）
も
「
放
射
能
汚
染
を
め
ぐ

る
状
況
〜
放
出
放
射
能
・
放
射

線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
被
ば
く
〜
」

と
題
す
る
報
告
の
中
で
、
同
様

な
見
解
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
①
福
島
原

発
事
故
に
よ
る
ヨ
ウ
素
一
三
一

大
気
放
出
量
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
の
十
分
の
一
以
下

で
あ
る
②
大
気
中
に
放
出
さ
れ

た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
や
ヨ
ウ
素

は
、
七
〜
八
割
が
海
洋
中
に
降

下
し
た
③
甲
状
腺
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
（
い
わ
き
市
、
川
俣

町
、
飯
館
村
の
〇
〜
十
五
歳
の

小
児　

千
八
十
人
分
）
お
よ
び

Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ

ウ
ン
タ
ー
）
の
測
定
で
得
ら
れ

た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
よ
る
預

託
実
効
線
量
分
布
（
双
葉
町
、

大
熊
町
、
富
岡
町
、
楢
葉
町
、

広
野
町
、
浪
江
町
、
飯
館
村
、

川
俣
町
、
川
内
村
の
成
人　

三
千
百
二
十
八
人
分
）
か
ら
、

福
島
県
民
の
甲
状
腺
線
量
は
中

央
値
と
し
て
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
未
満
、
相
対
的
に
高
い
地
域

で
も
九
〇
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値

は
三
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ

る
④
こ
う
し
た
甲
状
腺
線
量
の

評
価
値
は
、
弘
前
大
学
の
床
次

真
司
教
授
グ
ル
ー
プ
の
独
立
し

た
評
価
値
と
一
致
（
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
周
辺
地
域
の
小
児

の
甲
状
腺
線
量
は
、
中
央
値
が

福
島
の
最
大
値
の
十
倍
以
上
、

そ
の
最
大
値
は
福
島
の
最
大
値

の
三
百
倍
以
上
で
あ
る
）
⑤
食

品
中
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
暫
定

規
制
値
は
牛
乳
・
乳
製
品
で
は

三
百
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
と
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
時
に
旧

ソ
連
が
設
定
し
た
基
準
値

三
千
七
百
ベ
ク
レ
ル
／
ｌ
の

十
二
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
そ

の
対
応
が
旧
ソ
連
政
府
に
比
べ

迅
速
で
あ
っ
た
こ
と
⑥
甲
状
腺

線
量
が
低
け
れ
ば
、
甲
状
腺
が

ん
の
潜
伏
期
間
が
長
く
な
る
と

い
う
確
か
な
デ
ー
タ
が
あ
る
こ

と
⑦
甲
状
腺
線
量
が
高
い
浜
通

り
地
方
、
同
線
量
が
浜
通
り
ほ

ど
高
く
は
な
い
と
予
想
さ
れ
る

中
通
り
地
方
、
同
線
量
が
低
い

会
津
地
方
や
い
わ
き
市
に
お
い

て
有
病
率
を
比
較
し
て
も
大
き

な
差
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、

複
数
の
科
学
的
な
根
拠
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
の
報
告
か
ら
、
今
福

島
の
子
ど
も
達
に
多
発
し
て
い

る
甲
状
腺
が
ん
は
、
福
島
原
発

事
故
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の

影
響
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小
児
甲
状

腺
が
ん
の
有
病
率
に
つ
い
て
知

見
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
、
私

た
ち
医
師
に
も
直
面
し
て
い
る

問
題
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
報
告
者
の
お

二
人
と
も
、
今
後
の
放
射
線
に

よ
る
影
響
は
否
定
で
き
な
い
と

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的
な

調
査
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その29

シリーズ

〜
福
島
原
発
事
故
か
ら
三
年
半

事
故
の
現
状
と
再
稼
働
の
動
き
、活
断
層
問
題
〜

日
本
科
学
者
会
議

第
三
十
五
回
原
子
力
発
電
問
題
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

理
事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市･

外
科
）

清水修二氏（福島大学特任教授）

野口邦和氏
（日本大学歯学部RI共同利用施設）

福島県民健康調査検討委員会（第15回）資料

図1　�甲状腺ガンおよびその疑いあり患者数の年齢・性別分布�
（清水氏の資料から引用）

図2　�ベラルーシにおける甲状腺がん患者の年齢分布�
（清水氏の資料から引用）

第9回 原発・いのち・みらいシリーズ講演会

と　き■ 2014年10月26日（日）午前10時～12時
ところ■金沢都ホテル 7階 鳳凰・飛翔の間 (定員400人)
参加費■無　料(どなたでも参加できます。)
申込み■

※託児あり 10/17（金）までにお申し込みください。

同封の案内チラシ裏面を参照の上、10/17（金）までに保険医協会へ
後　援■ 石川県医師会

テーマ

講　師

チェルノブイリ事故の
医療支援の経験から
福島を考える

菅谷　昭 氏（松本市長、医師） 講師：菅谷　昭

石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第510号（9）2014年10月15日（毎月15日発行）



内
科
で
は
、
風
邪
の
患
者
が

来
る
と
「
は
い
、ア
ー
ン
し
て
」

と
言
っ
て
舌
圧
子
で
舌
を
押
さ

え
て
咽
頭
を
診
ま
す
。
扁
桃
腫

大
は
な
い
か
、
咽
頭
発
赤
は
な

い
か
な
ど
に
目
を
凝
ら
し
ま
す

が
、
口
唇
か
ら
咽
頭
ま
で
の
口

腔
内
は
素
通
り
で
す
。
舌
苔
な

ど
は
舌
圧
子
で
逆
に
見
え
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。「
医
科
の

先
生
は
そ
こ
を
素
通
り
し
て
い

る
。
口
は
“
器
官
”
で
あ
る
こ

と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
欲
し

い
」
と
廣
江
先
生
は
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て

 

住
民
の
口
腔
を
診
て

二
〇
一
四
年
九
月
四
日
の
午

後
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
木
曜

日
の
午
後
は
訪
問
歯
科
診
療
で

す
。
こ
の
取
材
が
終
わ
っ
た
後

も
、
日
暮
れ
た
道
を
車
で
三
十

分
ほ
ど
か
け
て
輪
島
病
院
ま
で

出
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

医
院
は
ち
ょ
っ
と
し
た
高
台

に
あ
り
津
波
は
大
丈
夫
そ
う
で

し
た
が
、
能
登
半
島
地
震
で
は

診
察
室
の
床
が
波
打
っ
て
し

ま
っ
て
、
全
面
改
修
が
必
要

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
す

ぐ
隣
は
神
社
の
大
き
な
境
内
で

し
た
。

現
在
地
に
開
業
さ
れ
て

三
十
二
年
に
な
り
ま
す
。
訪
問

歯
科
診
療
の
き
っ
か
け
は
、
介

護
保
険
制
度
開
始
に
あ
た
っ

て
、
町
野
福
祉
会
か
ら
の
強
い

要
請
で
「
介
護
支
援
専
門
員
」

の
資
格
を
と
っ
た
こ
と
で
す
。

先
生
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

し
て
住
民
の
口
を
見
て
、「
そ

の
汚
い
こ
と
に
驚
い
た
」
そ
う

で
す
。「
口
腔
ケ
ア
を
や
り
な

さ
い
」
と
い
う
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

立
て
る
と
、
笑
わ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
な
ら
逆
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
現
在
、
口
腔
ケ

ア
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

の
も
、
先
駆
者
が
地
道
に
活
動

さ
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

認
知
症
ケ
ア
も
 

取
り
入
れ
な
が
ら

訪
問
歯
科
で
苦
労
す
る
こ
と

の
ひ
と
つ
が
、
認
知
症
の
方
の

歯
科
診
療
で
す
。
筆
者
も
歯
科

受
診
す
る
と
き
は
あ
る
種
の
覚

悟
を
も
っ
て
い
き
ま
す
が
、
認

知
症
の
方
は
歯
科
診
療
の
認
識

が
十
分
で
き
ま
せ
ん
。
歯
科
診

療
行
為
に
対
し
て
「
叩
く
、
つ

ね
る
」
な
ど
の
拒
否
的
態
度
を

示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
、
最
近
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
報

道
さ
れ
た
認
知
症
ケ
ア
の
一
つ

の
方
法
で
あ
る
、「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
」
を
学
ん
で
お
ら
れ
る
と
聞

い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

口
を
開
け
て
も
ら
う
だ
け
で

も
一
苦
労
で
す
。「
脱
感
作
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
、
何
の
こ
と

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
手
か
ら

肩
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
タ
ッ
チ
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
患
者
さ

ん
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
っ

て
、
よ
う
や
く
口
に
到
達
す
る

た
め
、
と
て
も
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
驚
い
た
こ
と
に
、
訪
問

歯
科
診
療
の
算
定
要
件
の

「
二
十
分
以
上
」
に
こ
の
時
間

は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
「
口
を
あ
ん
ぐ
り
」
で
同
時

にangry

で
す
。

「
お
か
ゆ
を
食
べ
て
い
る
と

き
の
顔
と
、
ご
飯
を
食
べ
て
い

る
と
き
の
顔
は
違
う
」「
歯
科

診
療
が
終
了
し
、
鏡
を
持
っ
て

自
分
の
口
元
を
見
て
も
ら
っ
た

と
き
に
、
患
者
さ
ん
が
に
っ
こ

り
笑
う
」「
焼
き
肉
を
食
べ
た

い
と
い
う
希
望
に
応
え
、
見
た

目
に
は
焼
き
肉
そ
の
ま
ま
の
介

護
食
を
作
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
食
べ
た
と
き
の
患
者
さ
ん
の

喜
び
」
な
ど
、
訪
問
歯
科
診
療

の
醍
醐
味
を
淡
々
と
話
さ
れ

ま
す
。

口
渇
、 口
の
苦
さ
、 糖
尿
病…

医
師
か
ら
歯
科
受
診
呼
び
か
け
を

医
科
へ
の
要
望
と
し
て
、
ま

ず
「
口
は
命
の
入
り
口
で
あ

る
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。「
口
渇

や
口
の
苦
さ
」
と
い
っ
た
患
者

さ
ん
の
訴
え
を
謙
虚
に
受
け
止

め
歯
科
受
診
を
勧
め
て
ほ
し

い
。「
口
角
炎
だ
、
は
い
ケ
ナ

ロ
グ
」「
義
歯
が
合
わ
な
く
て

痛
い
、
は
い
ケ
ナ
ロ
グ
」
と

い
っ
た
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
診
療
で

は
な
く
、
歯
科
受
診
を
き
ち
ん

と
勧
め
て
ほ
し
い
。
医
科
で
は

歯
周
病
の
こ
と
は
あ
ま
り
詳
し

く
な
い
し
、
知
っ
て
い
て
も
重

要
視
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
特

に
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
に
は
歯

周
病
の
評
価
が
必
須
で
あ
る
と

の
認
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
な

ど
、
医
科
に
対
す
る
要
望
も
お

聞
き
し
ま
し
た
。

輪
島
病
院
と
は
、
中
村
悦
子

看
護
師
と
連
携
し
て
訪
問
歯
科

診
療
を
始
め
ま
し
た
が
、
当
初

は
病
棟
に
特
有
の
に
お
い
が
蔓

延
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
改
善
し
た
実
績
が
あ
っ

て
も
、
医
科
の
医
師
の
関
心
は

薄
い
と
の
こ
と
で
す
。

平
田
米
里
副
会
長
と
は
高
校

時
代
の
同
級
生
で
「
お
い
、
お

ま
え
」
の
間
柄
で
す
が
、
歯
科

診
療
を
医
科
と
の
連
携
で
よ
り

良
い
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
志

が
、
二
人
を
よ
り
強
く
結
び
つ

け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

取
材
に
は
、
廣
江
先
生
の
奥

様
も
同
席
さ
れ
ま
し
た
。
奥
様

は
歯
科
衛
生
士
で
す
。
取
材
の

合
間
の
電
話
対
応
や
素
早
い
資

料
の
提
供
な
ど
を
拝
見
す
る
に

つ
け
、
文
字
通
り
二
人
三
脚
で

地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
る
の

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
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取材　医療福祉部取材班

口は“器官”である
　　　広江歯科 
 廣江　雄幸 先生（輪島市・歯科）

廣江雄幸先生（写真左から2番目）と歯科衛生士の奥様（写真右から2番目）。
医療福祉部取材班の大川副会長（写真左）と平田副会長（写真右）

広江歯科

○詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。参加費●無　料
対　象●歯科会員とスタッフ

ところ●石川県地場産業振興センター
本館　第1研修室（金沢市鞍月2-1）

と　き●2014年11月30日（日）
午前10時～正午

テーマ●患者さんを動かす話し方
～相手の本当の望みを尋ねる技術～

講　師●尾谷 幸治 氏
（医療コミュニケーションコンサルタント）

歯科医院向け
接遇セミナー

TEL（076）222-5373　FAX（076）231-5156
○詳しくは案内チラシをご覧ください。お申込みは、石川県保険医協会まで

在宅医療点数の手引新刊
案内 診療報酬と介護報酬 （2014年度改定版）
保団連発行の「在宅医療点数の手引」が改定さ

れ、2014年度版として発行されました。
会員特別価格2,000円（定価4,000円）で販売い

たしますので、この機会にぜひともご注文の上、
ご活用ください。

●発行日／2014年10月6日
●発　行／全国保険医団体連合会
●体　裁／Ｂ5判、全800ページ
●定　価／4，000円
●会員特別価格／2，000円

石 川 保 険 医 新 聞 2014年10月15日（毎月15日発行）（10）第510号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

訪問歯科診療には多くの機材を持参する

右半身マヒの患者さんが自分で義歯を洗浄できるよう、
洗面器の底にブラシをつけたグッズを製作



「患者さま」と呼ぶことが違和感のない言葉として病院などで受け入れ
られている。最近では、学生が大学の「お客様」であるとの見方も広がっ
ている。病院や大学がサービス産業の一環として、顧客＝消費者の求める
サービスに応え、クレームに上手に訴訟とならないように対応し、そこで
働く人には必要な研修を行う。ファストフードやコンビニのマニュアルに
沿った接客マナーを想起させる。
教育と医療は、個人の生きる将来と希望を育て、その実現を支援し障害
を取り除く行為であろう。教育は、築かれた知の継承に留まらず知の探索
と創造を担う次世代を生み出すことであり、従事する専門職には持続的な
自己研鑽と高い倫理性が求められている。このような仕事を選択する青年
には、創造力を発揮できる状況と働きがいや使命感が持てる環境が必要と
される。
しかし、現実は逆方向に進んでいる。国立大学の運営交付金が減少を続

ける中で、多様な教育研究や医療の競争的プログラムが提示されて、それ
に採択されなければ教育環境は厳しくなり、採択されると身の丈以上の課
題を実現する義務が生まれる。教職員には、次々と新たな仕事が持ち込ま
れ、研究や自己研鑽の時間の確保が厳しさを増している。若手の研究者・
教員には、任期制雇用の拡大と”Publish or Perish（研究業績を出せ、さ
もなければ消えよ）”と言われる外部資金獲得や評価など過度の競争的環
境があり、厳しいストレスに満ちた日常に晒されている。研究不正が生ま
れやすくなる背景がそこにある。
今、日本で進みつつある事態は、狭量なナショナリズムを煽り、立憲主
義に基づく憲法を時の政府の解釈で「戦争をする国」に変更ができるとす
る潮流の闊歩である。同時にこれは、金融経済の操作と大企業に有利な施
策を成長戦略として、医療や教育の原点にある生活者の尊厳を軽視し、「国
と公共」を基本的人権や主権在民より上位に位置づける潮流でもある。第
2次世界大戦の負の教訓から生まれた、世界に誇る日本国憲法の「立憲」
「平和」「基本的人権」の枠組みを取り崩し、国が国民を操作する道へと、
取り返しのつかない曲がり角に来ている。医療や教育のプロフェッショナ
ルは、「病を治す」「人を育てる」自らのアイデンティティーを問い直し、
従順な羊の群れであり続けてはならないと思う。

「ザ・日本国憲法」の原稿を募集しています
本コーナー「ザ・日本国憲法」の原稿を募集しています。会員の皆様の忌憚

のないご意見をお送りください。原稿はメールまたはFAXなどでお送りください。
字数は600字～1200字程度でお願いします。 （編集部）

七
三
一
部
隊
に
つ
い
て
は
、

何
年
も
前
か
ら
い
ろ
い
ろ
資
料

を
読
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
一

度
現
場
に
立
ち
、
機
会
が
あ
れ

ば
犠
牲
者
お
よ
び
そ
の
ご
遺
族

に
、
あ
の
よ
う
な
非
人
間
的
蛮

行
を
行
っ
た
日
本
軍
、
特
に
そ

の
計
画
か
ら
実
施
に
至
る
ま
で

深
く
関
わ
っ
た
医
療
従
事
者
の

同
国
人
と
し
て
、
謝
罪
し
哀
悼

の
意
を
表
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
長
年
の

願
い
が
か
な
っ
て
、こ
の
ツ
ア
ー

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
を
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
、
京
都
府
保
険
医
協
会
、
医

の
倫
理 

─ 
過
去
・
現
在
・
未

来 

─ 

企
画
実
行
委
員
会
に
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
細
な
侵
華
日
軍
七
三
一
部

隊
罪
証
陳
列
館
お
よ
び
当
時
の

部
隊
関
係
機
関
の
使
用
建
造
物

な
ど
の
視
察
報
告
は
他
の
参
加

者
に
お
任
せ
し
、
こ
こ
で
は
あ

の
場
に
立
ち
、
陳
列
館
館
長
は

じ
め
館
員
の
方
々
、
黒
龍
江
省

社
会
科
学
院
の
皆
様
と
の
懇
談

会
で
気
付
か
さ
れ
た
私
自
身
の

心
の
動
き
、
ま
た
今
後
の
私
自

身
の
責
任
の
果
た
し
方
に
つ
い

て
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
そ
の
場
に
実
際
に
立

ち
、
関
係
者
の
方
々
と
話
し
合

わ
な
け
れ
ば
発
見
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、

到
達
で
き
な
か
っ
た
結
論
だ
と

思
う
か
ら
で
す
。

「
発
見
」

最
近
の
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し

て
い
る
よ
う
な
第
二
次
世
界
大

戦
中
の
日
本
の
、
特
に
日
本
軍

の
従
軍
慰
安
婦
問
題
を
な
か
っ

た
こ
と
に
し
よ
う
と
す
る
よ
う

な
一
部
の
わ
が
国
の
指
導
者
ら

の
言
動
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
隣

国
の
抗
議
行
動
に
対
し
て
、
わ

が
国
も
隣
国
の
指
導
者
ら
も
現

在
の
よ
う
な
不
毛
の
言
動
を
一

体
い
つ
ま
で
続
け
る
つ
も
り
な

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
が
私

の
心
の
中
に
わ
だ
か
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
回
も
懇
談
会
の
席
上

で
、
中
国
の
方
々
の
思
い
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
も
、
あ
の
よ
う

な
悲
惨
な
扱
い
を
う
け
る
犠
牲

者
が
再
び
出
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
す
る
方
法
を
、
協
力
し
て

模
索
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で

あ
る
は
ず
な
の
に
と
い
う
思
い

を
持
て
余
し
て
い
た
時
、
は
っ

と
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
自

身
、
七
三
一
部
隊
の
残
虐
な
行

為
を
し
っ
か
り
と
記
憶
に
と
ど

め
、
こ
の
よ
う
な
凄
絶
な
行
為

が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
方
策
を
模
索
し
て
い

る
者
と
し
て
自
負
し
て
い
ま
し

た
の
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
出
来
事
を
七
十
年
前
の
「
過

去
の
こ
と
」
と
し
て
捉
え
て
い

る
自
分
を
発
見
し
た
か
ら
で

す
。
一
方
、
被
害
者
に
と
っ
て

は
七
十
年
前
の
過
去
の
こ
と
で

は
な
く
、
そ
の
屈
辱
感
、
心
の

痛
み
は
今
現
在
も
続
く
現
実
で

あ
り
、
そ
の
傷
口
は
今
も
っ
て

生
々
し
く
、
血
が
流
れ
出
て
い

る
生
傷
な
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
す
。

日
本
文
化
の
中
に
は
、「
水

に
流
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
集
団

生
活
を
安
穏
に
保
つ
知
恵
が
あ

り
ま
す
。
被
害
者
も
加
害
者
も

「
水
に
流
す
」
こ
と
に
よ
っ
て

無
か
っ
た
こ
と
に
す
る
。
も
ち

ろ
ん
、
加
害
者
は
被
害
者
に
借

り
が
で
き
、
別
の
機
会
に
そ
の

借
り
を
返
す
重
荷
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
異
文
化
間
で

は
こ
の
方
便
は
通
用
し
な
い
と

い
う
こ
と
を
ど
れ
だ
け
の
日
本

人
が
理
解
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、生
前
悪
人
で
も「
死

ね
ば
皆
仏
」
と
い
う
思
想
、
だ

か
ら
死
ん
だ
人
の
生
前
の
行
為

を
非
難
す
る
こ
と
を
「
死
者
に

鞭
打
つ
」
と
し
て
避
け
る
風
習

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
抗
争

点
、
問
題
点
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
嫌
う
気
風
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
思
想
は
異
文
化
間

で
は
理
解
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。

人
生
の
半
分
近
く
を
海
外
で

生
活
し
て
き
た
私
は
、
先
の
日

本
の
大
東
亜
政
策
の
犠
牲
に

な
っ
た
国
々
の
人
々
と
交
わ
っ

た
際
は
、
私
の
心
中
に
は
加
害

者
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
後
ろ

め
た
さ
、
罪
悪
感
、
申
し
訳
な

さ
が
常
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
私
に
と
っ
て
は
過
去
の

出
来
事
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
、
今
回
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
犠

牲
者
の
傷
が
生
々
し
い
間
は
、

私
た
ち
加
害
者
側
も
そ
の
傷
の

生
々
し
い
痛
み
が
継
続
し
て
い

る
こ
と
を
心
に
留
め
て
和
解
へ

の
道
を
誠
実
に
、
忍
耐
強
く
模

索
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
わ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
未
来
へ
の
歩
み
」

シ
ニ
ア
シ
チ
ズ
ン
の
私
が
現

在
で
き
る
こ
と
、
予
防
策
と
し

て
有
効
な
行
動
と
は
何
か
？　

こ
の
視
察
旅
行
の
間
、
特
に
懇

談
会
で
中
国
側
の
皆
さ
ん
の
意

見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
考
え
ま

し
た
。
私
た
ち
は
し
ば
し
ば
償

い
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
ま

す
。
し
か
し
、
犠
牲
者
が
受
け

た
傷
は
消
え
な
い
と
い
う
こ
と

を
し
っ
か
り
と
心
に
留
め
つ

つ
、
新
た
な
被
害
者
を
出
さ
な

い
よ
う
に
、
考
え
ら
れ
る
限
り

の
策
を
探
し
て
行
動
を
取
り
続

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
と
い
う
思
い
に
到
達
し
ま

し
た
。
こ
の
視
察
の
第
二
の
収

穫
で
す
。

ま
ず
は
、
私
の
属
す
る
団
体

の
中
の
、
一
人
で
も
多
く
の
若

い
メ
ン
バ
ー
に
七
三
一
部
隊
の

こ
と
を
伝
え
、
ハ
ル
ビ
ン
視
察

を
勧
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
団
体
の
一
つ
、
日

本
キ
リ
ス
ト
者
医
科
連
盟
の
総

会
が
八
月
に
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
機
会
に
早
速
ア
ピ
ー
ル
す

る
つ
も
り
で
す
。
も
し
、
五
〜

六
人
の
訪
問
希
望
者
が
集
め
ら

れ
た
ら
、
こ
の
ハ
ル
ビ
ン
視
察

を
実
現
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
時
に
は
ぜ
ひ
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「患者さま」の時代？
ザ・日本国憲法ザ・日本国憲法会員寄稿

シリーズ⑫

村上　清史（金沢大学名誉教授）

俵

　友
恵
（
九
条
の
会
・
石
川
医
療
者
の
会
）

七
三
一
部
隊
を

　
　

 

過
去
の
こ
と
に
し
ない

寄 稿
二
〇
一
四
年
ハ
ル
ビ
ン
視
察
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

ハルビン視察報告集
731部隊─戦争と医学を考える

ご希望の方に進呈いたします

電話（076）222-5373

2014年5月3日～6日に催行されたハルビン
視察ツアー（主催：全国保険医団体連合会）
の報告集が発行されました。
石川県保険医協会からは横山隆先生、

平田米里副会長が参加し、報告が掲載さ
れています。

保
険
医
新
聞
七
月
号
か
ら
九
月
号
に
て
、
横
山
隆
先
生
の

「
保
団
連
ハ
ル
ビ
ン
視
察
ツ
ア
ー
報
告
」
を
連
載
し
ま
し
た

が
、
同
じ
く
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
、
俵
友
恵
さ
ん
（
九
条
の

会
・
石
川
医
療
者
の
会
）
か
ら
寄
稿
い
た
だ
い
た
の
で
、
以

下
に
掲
載
し
ま
す
。

石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第510号（11）2014年10月15日（毎月15日発行）



四
天
王
と
い
う
、
も
と
は
イ
ン
ド
の
神
々
で
い
つ
の
ま
に

か
仏
教
の
守
護
神
と
な
っ
た
仏
像
が
あ
り
ま
す
。
法
隆
寺
の

金
堂
の
内
陣
に
は
、
目
を
凝
ら
す
と
、
四
隅
に
日
本
で
最
古

の
四
天
王
像
が
あ
り
ま
す
が
、
東
大
寺
の
戒
壇
院
の
四
天
王

は
造
形
的
に
レ
ベ
ル
の
高
い
四
天
王
と
し
て
有
名
で
す
。
中

で
も
広
目
天
は
見
る
も
の
を
釘
付
け
に
し
ま
す
。
広
目
天
の

眉
間
の
皺
が
、
昭
和
ブ
ル
ー
ス
（
生
ま
れ
た
と
き
が
悪
い
の

か
、
そ
れ
と
も
俺
が
悪
い
の
か
〜
〜
）
を
歌
う
「
非
情
の
ラ

イ
セ
ン
ス
」
の
「
天
知
茂｣

の
眉
間
の
皺
と
そ
っ
く
り
な
こ

と
に
も
気
付
き
ま
す
（
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
古
い
）。

今
回
の
話
は
そ
の
四
天
王
で
は
な
く
、
四
天
王
に
踏
み
つ

け
に
さ
れ
て
い
る
邪
鬼
の
話
で
す
。
私
が
仏
像
を
拝
観
す
る

と
き
に
一
番
し
げ
し
げ
と
見
る
の
が
邪
鬼
で
す
。
四
天
王
の

足
が
脳
天
に
食
い
込
ん
で
い
た
り
、
確
実
に
脊
髄
損
傷
だ
な

と
思
え
る
ほ
ど
背
骨
が
た
わ
ん
で
い
た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ

が
痛
々
し
い
の
で
は
な
く
、
な
ん
と
な
く
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と

踏
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
う
い
う
邪
鬼
の
表
情
に

興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
の
で
す
。
邪
鬼
は
い
つ
も
踏
み
つ
け
に

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
邪
鬼
も
あ
り
ま

す
。
有
名
な
の
は
興
福
寺
の
国
宝
館
に
あ
る
「
天
灯
鬼
」「
竜

灯
鬼
」
で
す
。
短
軀
な
が
ら
筋
骨
隆
々
の
邪
鬼
が
灯
籠
を

持
っ
て
い
ま
す
。天
灯
鬼
は
灯
籠
を
左
肩
に
乗
せ
て
い
ま
す
。

竜
灯
鬼
は
頭
上
に
灯
籠
を
乗
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
上
目

遣
い
で
見
て
い
る
の
が
何
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。
仏
前
を

照
ら
す
役
目
を
果
た
す
た
め
に
、
踏
み
つ
け
ら
れ
る
位
置
か

ら
独
立
し
た
よ
う
で
す
。

法
隆
寺
の
五
重
塔
や
、
岩
船
寺
（
京
都
府
だ
が
、
奈
良
と

の
県
境
に
あ
り
、
奈
良
市
街
か
ら
の
ほ
う
が
近
い
）
の
三
重

塔
を
よ
く
よ
く
見
て
い
る
と
、
軒
先
の
支
え
が
た
だ
の
柱
で

は
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
な
ん
と
邪
鬼
が
四
股
を
踏
む

よ
う
な
姿
勢
で
踏
ん
張
り
、
両
手
で
軒
を
支
え
て
い
る
の
で

す
。
宮
大
工
の
遊
び
心
を
感
じ
て
、
い
つ
ま
で
も
上
を
向
い

て
眺
め
て
い
る
た
め
に
首
を
痛
め
る
私
で
す
。

会員リレーエッセー　　◆◆181◆◆

大平　政樹（金沢市・外科）

6

─やっぱり石垣島─

ドクター・コロ
八重山を歩く八重山を歩く

6回シリーズ

最終回

石
垣
島
は
、
人
口
四
万
八
千

人
。
加
え
て
、
住
民
票
を
持
た

ず
フ
リ
ー
タ
ー
と
し
て
働
く
若

者
が
数
千
人
は
常
時
い
る
。
半

分
旅
人
、
半
分
労
働
者
と
言
っ

た
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
に
観
光
客

が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。
年
間
百
万

人
、
彼
ら
が
平
均
三
日
間
滞
在

す
る
と
考
え
る
と
、
一
日
当
た

り
一
万
人
弱
の
人
間
が
増
え
る
。

と
言
う
わ
け
で
、
お
金
、
人
、

モ
ノ
、
そ
の
す
べ
て
が
石
垣
島

に
集
ま
り
、
こ
こ
を
起
点
に
動

く
。
Ａ
Ｎ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
か
り

ゆ
し
、
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
、
フ
ナ
キ
リ
ゾ
ー
ト
、
ク
ラ

ブ
メ
ッ
ド
、
一
流
ホ
テ
ル
だ
け

で
十
指
に
余
る
。
食
事
処
も
多

彩
。
沖
縄
郷
土

料
理
か
ら
、
石

垣
牛
の
お
店
、

洋
風
、
和
食
、

ラ
ー
メ
ン
、
何

で
も
あ
る
。
そ

れ
が
こ
の
島
の

魅
力
だ
。
少
々

足
が
悪
く
て

も
、
腰
が
痛
く

て
も
、
お
年
寄

り
で
も
子
ど
も

で
も
、
お
金
持

ち
で
も
ハ
イ
カ
ー
で
も
、
そ
れ

な
り
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
。

こ
こ
ま
で
書
く
と
、
石
垣

島
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
ホ
テ

ル
滞
在
の
た
め
の
島
か
、
と
誤

解
さ
れ
る
方
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

石
垣
島
は
本
当
に
懐
の
深
い
島

だ
。
二
度
目
の
訪
問
で
は
、
八

重
山
そ
ば
の
店
を
探
し
回
り
、

夕
焼
け
の
い
も
り
牧
場
で
ジ
ェ

ラ
ー
ト
を
食
べ
た
。
石
垣
島
や

い
ま
村
で
三
線
を
習
い
、
お

ば
ー
と
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー

（
沖
縄
の
団
子
ド
ー
ナ
ツ
）
を

作
っ
た
。「
さ
す
が
外
科
医
だ

ね
ぇ
。手
つ
き
が
い
い
よ
ゥ
↗
」

何
だ
か
う
れ
し
い
。
お
ば
ー
と

二
人
で
写
真
を
撮
っ
た
。
一
つ

ひ
と
つ
が
大
切
な
思
い
出
だ
。

鍾
乳
洞
の
生
暖
か
い
空
気
に
驚

き
、「
森
の
賢
者
」
の
郷
土
＋

洋
風
料
理
に
感
動
し
た
。

来
年
は
、（
ゆ
ん
た
く
）
ま

ち
な
か
散
策
ツ
ア
ー
に
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
。
石
垣
島
の
お
ば
ー

と
お
じ
ー
が
、
古
い
街
並
み
を

ゆ
っ
く
り
案
内
し
て
く
れ
る
半

日
ツ
ア
ー

だ
。
こ
の
島

で
や
り
残
し

た
こ
と
は
て

ん
こ
盛
り
に

あ
る
。
八
重

山
ボ
タ
ル

は
、
三
月
か

ら
既
に
観
察

で
き
る
。
石

垣
島
天
文
台

は
、
観
光
客

に
も
開
放
さ

れ
、
本
土
で

は
決
し
て
観

察
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
神
秘
的
な
南
の

星
々
を
眼
前
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
小
さ
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
森
は
あ
っ
ち
こ
ち
に
点
在
す

る
。
宇
宙
服
み
た
い
な
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
、
海
の
中

邪
鬼
が
好
き
な
私
は
、 

　
　
　
　
　
あ
ま
の
じ
ゃ
き
？

大
川
　
義
弘
（
金
沢
市
・
内
科
）

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

囲 碁

（解答は 2面にあります） （解答は 2面にあります）

持
駒

　角
角
金

黒先　10分で二、三段以上
〈ヒント〉 捨て石の好手段で
 白の眼形を奪います。

〈ヒント〉 二枚角のうまい活用で……。
 （10分で二段）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

中級編 中級編

歩
歩歩

歩

香桂

銀

玉

飛

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え2面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独8 6 9 7
7 5 □ 3

4 5 1
7 5 2 4
6

1 9 2 8
8 2 4
1 6 3

4 5 3 □ 8

を
散
歩
し
た
り
、
島
の
北
端
で

は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
空
中
散

歩
ま
で
で
き
る
。
こ
ん
な
に
魅

力
的
な
島
は
、
日
本
中
ど
こ
を

探
し
て
も
な
い
。

コ
ロ
が
宿
泊
し
た
、
か
り
ゆ

し
倶
楽
部
の
お
客
さ
ん
は
、
み

ん
な
の
ん
び
り
し
た
も
の
だ
。

「
今
日
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
ね
〜

〜
！
」「
焼
き
物
で
も
す
る
？
」

こ
ん
な
調
子
だ
。
誰
も
あ
く
せ

く
動
か
な
い
。
沖
縄
在
住
の
コ

ロ
の
友
達
は
、こ
う
言
っ
て
た
。

「
沖
縄
っ
て
、
時
間
が
ゆ
っ
く

り
流
れ
て
る
ん
だ
よ
ね
。で
も
、

離
島
は
も
っ
と
す
ご
い
よ
。
時

間
が
止
ま
っ
て
る
」
ま
さ
に
名

言
だ
。
結
局
、
何
も
せ
ず
、
八

重
山
の
風
に
な
る
こ
と
が
一
番

の
贅
沢
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
、
島

を
走
り
回
っ
て
も
、
南
北

三
十
五
キ
ロ
、
東
西
十
七
キ
ロ

の
広
さ
だ
。
急
い
で
も
急
が
な

く
て
も
、
す
ぐ
に
目
的
地
に
着

い
ち
ゃ
う
。
ス
ー
パ
ー
「
マ
ッ

ク
ス
バ
リ
ュ
ー
や
い
ま
店
」
で

島
ら
っ
き
ょ
う
を
買
い
占
め
、

職
員
の
土
産
に
・
・
・
。
こ
れ

が
大
好
評
。
お
ま
け
に
す

げ
ぇ
ー
安
い
！　

石
垣
島
で
一

番
売
っ
て
る
お
茶
は
、
さ
ん
ぴ

ん
茶
。
味
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
そ

の
も
の
。
多
分
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の

島
言
葉
が
さ
ん
ぴ
ん
な
の
だ
ろ

う
。
ホ
ン
ト
か
い
な
？

六
回
に
わ
た
る
八
重
山
旅
行

記
を
終
え
る
に
当
た
り
、
と
り

と
め
も
な
い
雑
談
に
付
き
合
っ

て
く
だ
さ
っ
た
寛
大
な
読
者
諸

氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
小
松
か
ら
石
垣
ま
で
、
乗

り
継
ぎ
を
入
れ
て
わ
ず
か
四
時

間
。
日
本
最
南
端
へ
の
旅
が
豊

か
な
人
生
へ
の
扉
を
開
く
か

も
・
・
・
。

島一番のショッピング通り、ユーグレナモール。
八重山の特産品はすべてここで揃う。テレビで
は公設市場とその前にある露店が必ず映る。

石垣島やいま村の中。おばーの指導の下、サーターアン
ダギー作りに挑戦。ご希望の方にはレシピを進呈します。

石 川 保 険 医 新 聞 2014年10月15日（毎月15日発行）（12）第510号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）


